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平
勢
説
の
概
要
と
問
題
の
所
在

一
九
九
五
年
、
平
努
隆
郎
氏
は
著
書
『
新
編
史
記
東
周
年
表
』

に
お
い
て
、
前
ニ
ニ
―
年
の
始
皇
帝
に
よ
る
中
国
再
統
一
以
前
の

『
史
記
』
の
記
事
に
存
在
す
る
、
広
範
な
年
代
矛
盾
を
問
題
に
し

た
。
平
努
氏
は
年
代
矛
盾
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
原
因
を
考
究
し
、

戦
国
中
期
に
至
り
、
君
主
の
即
位
年
を
立
年
称
元
法
か
ら
鍮
年
称

元
法
に
切
り
換
え
る
動
き
が
生
じ
た
が
、
前
漢
武
帝
期
に
司
馬
遷

が
『
史
記
』
を
編
述
し
た
際
、
立
年
称
元
法
で
記
録
さ
れ
た
年
代

を
、
鍮
年
称
元
法
に
よ
る
年
代
と
誤
解
し
た
と
す
る
点
に
、
そ
の

主
要
な
原
因
を
求
め
る
見
解
を
提
示
し
た
（
注
1
)
o

こ
れ
に
関
連
し
て
平
努
氏
は
、
『
中
國
古
代
紀
年
の
研
究
』
（
注
2
)
、

『
左
偲
の
史
料
批
判
的
研
究
』
（
注
3
)
、
及
び
『
『
史
記
』
ニ
ニ

o
o

年
の
虚
実
』
（
注
4
)
、

『

中

国

古

代

の

（

注

5
)
、
『
東
洋
文

『
春
秋
』

の
成
立
時
期

I

平
勢
説
の
再
検
討
_
|

化
』
8
1
号
（
注
6
)
等
に
お
い
て
、
広
範
な
年
代
矛
盾
が
生
じ
た
原
因

を
系
統
的
に
整
理
す
る
と
、
鍮
年
称
元
法
は
前
三
三
八
年
に
斉
で

初
め
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
す
る
結
論
を
提
示
し
た

（注
7
)
。
同
時
に
平
努
氏
は
、
『
春
秋
』
に
は
鍮
年
称
元
法
が
使
用
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
『
春
秋
』
の
成
書
年
代
は
、
早
く
て
も
鍮
年
称
元

法
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
前
三
三
八
年
以
降
で
あ
る
と
も
指
摘
し

た
（
注
8
)
0

平
努
氏
は
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
さ
ら
に
『
公
羊
伝
』
『
穀
梁

伝
』
『
左
氏
伝
』
の
三
伝
の
成
書
年
代
に
も
考
察
を
進
め
、
『
春

秋
』
及
び
三
伝
の
成
立
事
情
に
関
す
る
独
自
の
理
論
体
系
を
構
築

し
た
。
そ
の
骨
子
を
筆
者
な
り
に
要
約
す
る
と
、
大
略
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

(
1
)
戦
国
中
期
に
は
周
王
と
十
王
（
斉
・
魏
・
秦
・
韓
・
趙
・
燕
・
中
山
・

宋
・
楚
・
越
）
の
十
一
王
が
並
び
立
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
自
ら

浅

野

裕

(1) 
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を
唯
一
の
天
子
だ
と
考
え
て
正
統
性
を
主
張
し
合
い
、
相
互

に
正
統
抗
争
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
あ
る
王

国
が
自
己
の
正
統
性
を
主
張
す
べ
く
史
書
を
作
れ
ば
、
他
の

王
国
は
そ
の
史
書
を
否
定
し
変
形
す
べ
く
、
別
の
史
書
や
書

物
を
作
り
出
し
て
対
抗
せ
ん
と
す
る
状
況
が
存
在
し
た
。

(
2
)
前
三
三
八
年
、
斉
の
威
宣
王
が
称
王
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ま
で
の
立
年
称
元
法
に
代
わ
り
、
斉
で
初
め
て
鍮
年
称
元
法

が
採
用
さ
れ
た
。

(
3
)
『
春
秋
』
に
は
鍮
年
称
元
法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
早
く
て

も
初
め
て
鍮
年
称
元
法
が
採
用
さ
れ
た
前
三
三
八
年
以
降
、

威
宣
王
が
斉
の
朝
廷
で
『
春
秋
』
を
作
っ
た
。
『
春
秋
』
の
意

図
は
、
斉
王
の
み
が
唯
一
の
王
（
天
子
）
で
あ
り
、
正
統
な

王
権
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
に
あ
っ
た
。

(
4
)
『
春
秋
』
成
書
後
、
『
公
羊
伝
』
が
斉
で
作
ら
れ
た
。
『
公

羊
』
は
戦
国
期
の
斉
、
す
な
わ
ち
田
斉
を
唯
一
正
統
な
王
権

だ
と
主
張
す
る
、
『
春
秋
』
の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
作
ら
れ

た。

(
5
)
前
三
二
六
年
に
韓
の
宣
恵
王
が
称
王
し
て
以
降
、
韓
の
朝
廷

で
『
左
氏
伝
』
が
作
ら
れ
た
。
『
左
伝
』
の
意
図
は
、
特
別
に

韓
宣
子
を
称
揚
し
た
り
、
韓
氏
が
韓
王
と
な
る
予
言
を
込
め

る
手
段
に
よ
り
、
斉
を
正
統
と
す
る
『
春
秋
』
や
『
公
羊
』

に
対
抗
し
て
、
韓
を
唯
一
正
統
な
王
権
だ
と
主
張
す
る
点
に

あ
っ
た
。

(
6
)
前
三
二
三
年
頃
、
中
山
王
・
管
が
初
め
て
王
号
を
称
し
た
。
中

山
の
称
王
後
、
先
行
す
る
『
春
秋
』
『
公
羊
』
や
『
左
伝
』
に

対
抗
す
べ
く
、
鮮
虞
が
建
国
し
た
中
山
こ
そ
が
中
国
で
あ
り
、

唯
一
正
統
な
王
権
だ
と
主
張
す
る
目
的
で
、
『
穀
梁
伝
』
が
中

山
の
朝
廷
で
作
ら
れ
た
。

(
7
)
『
春
秋
』
と
三
伝
は
、
前
三
三
八
年
以
降
、
中
山
王
国
が
滅

亡
す
る
前
二
九
六
年
ま
で
の
短
期
間
に
、
斉
・
韓
・
中
山
の
王

権
正
統
化
理
論
と
し
て
相
次
い
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
本

来
は
儒
家
と
は
無
関
係
な
書
物
で
あ
る
。

(
8
)
『
春
秋
』
と
『
公
羊
』
は
、
前
漢
武
帝
期
に
再
解
釈
さ
れ
て
、

漢
の
正
統
性
を
支
え
る
理
論
に
転
換
さ
れ
た
。
『
左
伝
』
は
前

漢
末
か
ら
王
恭
期
に
か
け
て
再
解
釈
さ
れ
て
、
王
非
の
正
統

観
を
支
え
る
理
論
に
転
換
さ
れ
た
。
再
解
釈
の
際
の
増
補
・
改

変
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
僅
か
で
あ

っ
た
。
伝
世
の
『
春
秋
』
及
び
三
伝
に
は
、
戦
国
中
期
の
王

権
正
統
化
理
論
と
し
て
の
原
初
の
痕
跡
は
、
全
く
存
在
し
な

、。
’
>
 

『
春
秋
』
と
三
伝
の
成
立
事
情
に
関
す
る
平
努
氏
の
結
論
は
、

前
掲
の
著
書
の
あ
ち
こ
ち
に
分
散
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
必
ず

し
も
著
者
自
身
の
手
で
集
中
的
に
整
理
さ
れ
提
示
さ
れ
て
い
る
わ

(2) 
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け
で
は
な
い
。
加
え
て
同
一
の
事
柄
に
関
す
る
記
述
に
も
、
若
干

の
揺
れ
が
見
ら
れ
た
り
、
思
考
に
曖
昧
さ
が
残
さ
れ
た
り
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上
記
の
要
約
は
、
筆
者
が
平
剪
氏

の
所
説
を
前
掲
の
著
作
か
ら
抽
出
し
、
筆
者
な
り
に
理
解
し
た
と

こ
ろ
を
整
理
し
て
、
年
代
順
に
配
列
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
予
め
断
っ
て
置
き
た
い
。

こ
の
平
勢
説
の
内
容
は
、
従
前
の
中
国
古
代
史
の
編
年
に
か
な

り
大
幅
な
修
正
を
迫
る
も
の
で
、
そ
の
所
説
の
当
否
が
東
洋
史
学
、

特
に
中
国
古
代
史
の
分
野
に
与
え
る
影
響
は
、
極
め
て
広
範
か
つ

深
刻
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
平
勢
説
が
及
ぼ
す
影
響
は
、
東
洋
史
学
の
領
域
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
中
国
思
想
史
の
分
野
に
も
大
き
な
関
わ
り
を

持
つ
。
も
し
『
春
秋
』
と
三
伝
の
成
書
時
期
を
前
三
三
八
年
以
降
、

前
二
九
六
年
以
前
と
し
、
『
春
秋
』
と
三
伝
を
儒
家
と
は
無
縁
の
王

権
正
統
化
理
論
と
す
る
平
努
説
が
妥
当
性
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
儒

家
思
想
の
形
成
過
程
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
見
方
は
、
根
本
的
な

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
平
勢
説
の
内
容
は
、
一
九
九
三
年
に
湖
北
省
荊
門
市
郭
店

の
一
号
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
郭
店
楚
簡
の
年
代
比
定
と
も
、
真
っ

向
か
ら
対
立
し
か
ね
な
い
性
格
を
内
包
す
る
。
郭
店
一
号
楚
墓
の

下
葬
年
代
は
、
副
葬
品
の
編
年
か
ら
前
三

0
0
年
頃
と
推
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
写
本
の
記
述
と
平
努
説
の

n
 

内
容
は
、
決
し
て
両
立
し
な
い
性
格
を
示
す
の
で
あ
る
。
も
し
平

努
説
が
妥
当
性
を
備
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
郭
店
写
本
を
前
三
〇

0
年
頃
の
墓
か
ら
出
土
し
た
文
献
と
し
て
扱
っ
て
き
た
前
提
は
、

根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
秦
に
お
け
る
儒
家
思
想
の
形
成
過
程
を
考
え

る
上
で
も
、
郭
店
楚
墓
出
土
の
写
本
の
研
究
を
進
め
る
上
で
も
、

平
勢
説
の
再
検
討
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
る
。
そ
こ
で
本

論
で
は
、
以
下
平
努
説
の
当
否
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
試
み
る
こ

と
と
し
た
い
。平

勢
説
と
郭
店
楚
簡
の
関
係

本
章
で
は
、
郭
店
楚
簡
と
平
努
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
ま
ず
初
め
に
郭
店
楚
簡
に
つ
い
て
簡
略
に
説
明
し
て
置
こ
う
。

郭
店
一
号
楚
墓
は
、
二
度
に
亙
る
盗
掘
の
被
害
を
被
っ
た
後
、
一

九
九
三
年
冬
に
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

八
0
0
枚
余
の
竹
簡
が
出
土
し
、
そ
の
中
の
七
三

0
枚
に
文
字
が

記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
墓
は
、
春
秋
・
戦
国
期
の
楚
の
国
都
・
郡
の

近
郊
に
位
置
す
る
楚
の
貴
族
の
墓
陵
地
の
中
に
あ
り
、
竹
簡
が
記

す
文
字
は
、
い
わ
ゆ
る
先
秦
の
古
文
に
属
す
る
楚
系
文
字
で
あ
る
。

副
葬
品
の
中
に
墓
主
や
下
葬
年
代
を
特
定
す
る
手
掛
か
り
は
発

見
で
き
な
か
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
副
葬
品
の
様
式
変
化
に
基
づ

(3) 
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く
編
年
か
ら
、
中
国
の
考
古
学
者
は
そ
の
造
営
時
期
を
戦
国
中
期

（
前
三
四
二
年

S
前
二
八
二
年
）
の
後
半
、
前
三

0
0
年
頃
と
推

定
し
て
い
る
（
注
9
)
。
こ
の
推
定
は
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
八
七

年
に
か
け
て
発
掘
さ
れ
、
副
葬
品
の
紀
年
か
ら
前
三
一
六
年
の
造

営
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
湖
北
省
荊
門
市
の
包
山
二
号
楚
墓
を
含

め
、
周
辺
の
多
く
の
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
品
の
分
析
結
果
か

ら
得
ら
れ
た
編
年
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
資

料
を
用
い
た
考
古
学
的
編
年
に
依
拠
し
た
年
代
比
定
は
、
ほ
ぽ
動

か
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
郭
店
一
号
楚
墓
が
位
置
す
る
楚
の
墓
陵
地
に
関
し
て
は
、

『
史
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

其
明
年
攻
楚
、
抜
郵
燒
夷
陵
。
遂
東
至
覚
陵
。
楚
王
亡
去
郵
゜

東
走
徒
陳
。
秦
以
郵
為
南
郡
。
（
『
史
記
』
白
起
王
麒
列
伝
）

中
国
の
研
究
者
は
こ
の
『
史
記
』
の
記
述
を
踏
ま
え
、
前
二
七
八

年
、
秦
の
将
軍
・
白
起
が
楚
都
・
郡
（
紀
南
城
）
を
占
領
し
た
時
点

で
、
楚
の
貴
族
集
団
は
紀
南
城
を
放
棄
し
て
東
北
の
陳
に
遷
都
し
、

紀
南
城
周
辺
の
墓
陵
地
も
ま
た
放
棄
さ
れ
て
、
以
後
こ
の
地
に
貴

族
の
墓
が
造
営
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
歴

史
的
経
緯
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
一
号
楚
墓
の
造
営
時
期
の
下
限

は
前
二
七
八
年
で
あ
り
、
下
葬
時
期
を
そ
れ
以
降
に
引
き
下
げ
る

こ
と
は
、
物
理
的
に
全
く
不
可
能
と
な
る
。

(
3
)
『
細
衣
』

(
6
)
『
五
行
』

副
葬
品
の
中
に
は
「
東
宮
之
師
」
と
刻
む
耳
杯
が
あ
り
、
こ
の

点
か
ら
墓
主
は
楚
の
太
子
の
教
育
係
だ
っ
た
と
考
え
る
説
も
あ
る

（注
10)
。
た
だ
し
耳
杯
の
銘
文
は
「
東
宮
之
杯
」
と
釈
読
す
べ
き
だ

と
す
る
説
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
（
注
ll)
。
こ
の
場
合
、
耳
杯
は
太
子

か
ら
下
賜
さ
れ
た
品
と
な
る
か
ら
、
墓
主
の
身
分
を
特
定
す
る
決

め
手
に
は
な
り
に
く
い
。

ま
た
副
葬
品
中
に
は
、
君
主
が
高
齢
者
に
下
賜
す
る
鳩
杖
二
本

も
含
ま
れ
て
い
た
。
戦
国
期
に
お
け
る
鳩
杖
下
賜
の
基
準
が
不
明

で
あ
る
た
め
、
明
確
に
断
言
は
で
き
な
い
が
、
漢
代
の
基
準
を
準

用
す
れ
ば
（
注
12)
、
墓
主
は
七
十
歳
を
超
す
高
齢
だ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
（
注
13)o

出
土
し
た
竹
簡
は
、
荊
州
市
博
物
館
や
荊
門
市
博
物
館
の
研
究

者
の
手
に
よ
っ
て
解
読
・
整
理
さ
れ
、
写
真
と
釈
文
を
収
め
た
『
郭

店
楚
墓
竹
簡
』
が
一
九
九
八
年
五
月
に
文
物
出
版
社
か
ら
刊
行
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
竹
簡
は
、
竹
簡
の
両
端
が
平
斉
で
あ
る
か

梯
形
で
あ
る
か
、
皮
紐
の
数
が
両
道
で
あ
る
か
三
道
で
あ
る
か
と

い
っ
た
形
状
の
相
違
や
、
寸
法
の
差
異
な
ど
簡
式
上
の
特
色
や
、

書
体
の
差
異
、
及
び
内
容
な
ど
か
ら
、
次
の
十
六
種
の
文
献
に
分

類
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。

(
1
)
『
老
子
』
甲
・
乙
・
丙
(
2
)
『
太
一
生
水
』

(
4
)
『
魯
穆
公
問
子
思
』
（
5
）
『
窮
達
以
時
』

(4) 
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(
7
)
『
唐
虞
之
道
』
（
8
）
『
忠
信
之
道
』

(
9
)
『
成
之
聞
之
』

(10)
『
尊
徳
義
』

(11)
『
性
自
命
出
』

(12)
『
六
徳
』

(13)

『
語
叢
』
一

(14)
『
語
叢
』
一

(15)
『
語
叢
』
三

(16)
『
語
叢
』
四

こ
の
中
、

(
1
)
と
(
2
)
は
道
家
系
統
の
著
作
、

(
3
)
か
ら

(12)
の

十
篇
は
儒
家
系
統
の
著
作
、

(13)
か
ら

(16)
は
短
文
か
ら
成
る
教

育
用
の
格
言
集
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

(
1
)
の
『
老
子
』
甲
・

乙
．
丙
は
、
完
本
を
節
録
し
た
三
種
類
の
抄
本
だ
と
思
わ
れ
る
（
注
14)0

以
上
、
郭
店
楚
簡
に
つ
い
て
概
説
し
た
が
、
平
勢
説
と
の
関
係

で
特
に
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
中
の
『
六
徳
』
と
『
語
叢
』

の
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
『
六
徳
』
の
側
か
ら
検
討
し
て
み
る
が
、

と
り
あ
え
ず
問
題
と
な
る
箇
所
を
以
下
に
掲
げ
て
置
く
（
注
15)0

故
に
夫
夫
た
り
、
婦
婦
た
り
、
父
父
た
り
、
子
子
た
り
、

君
た
り
、
臣
臣
た
り
。
六
者
各
お
の
其
の
職
を
行
わ
ば
、
而

ち
訛
誇
も
由
り
て
作
る
こ
と
亡
し
。
諸
を
詩
・
書
に
観
れ
ば
則

ち
亦
た
在
り
。
諸
を
礼
・
楽
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
。
諸
を

ま
さ

易
・
春
秋
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
。
此
に
親
し
め
ば
多
り
、

此
に
鏡
み
れ
ば
多
り
、
此
を
美
と
す
れ
ば
多
る
な
り
。
導
渫

止
む
。

『
六
徳
』
は
夫
・
婦
．
君
・
臣
・
父
・
子
を
六
位
と
規
定
し
、
こ
の
六

位
に
聖
・
智
・
仁
・
義
・
忠
・
信
の
六
徳
や
、
率
．
従
・
使
・
事
・
教
・
受
の

六
職
を
配
当
す
る
形
で
、
三
者
の
関
係
を
詳
説
す
る
（
注
16)°

先
に

引
用
し
た
箇
所
は
そ
れ
を
受
け
て
、
六
位
・
六
徳
・
六
職
の
理
想
的

対
応
関
係
が
、
詩
・
書
・
礼
•
楽
・
易
・
春
秋
の
六
書
に
も
見
ら
れ
る
こ

と
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
は
、
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の

名
称
が
登
場
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
先
秦
の
儒
家
が
経
典
と
し
た

「
六
経
」
の
内
容
と
完
全
に
一
致
す
る
。
し
か
も
列
挙
さ
れ
る
順

序
ま
で
が
、
『
荘
子
』
天
運
篇
に
語
ら
れ
る
「
六
経
」
の
順
序
と
全

＜
符
合
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
『
六
徳
』
が
著
作
さ
れ
た
当
時
、
儒
家
が
こ
れ
ら

六
種
の
典
藉
を
経
典
視
し
て
い
た
こ
と
に
は
、
疑
問
の
余
地
が
な

い
。
も
と
よ
り
、
当
時
「
六
経
」
な
る
総
称
ま
で
が
存
在
し
た
か

否
か
は
不
明
な
の
だ
が
、
総
称
概
念
の
有
無
は
別
と
し
て
、
儒
家

に
こ
れ
ら
六
種
の
典
師
を
特
別
な
経
典
と
し
て
奉
ず
る
思
考
が
存

在
し
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
語
叢
』
一
に
も
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
『
六
徳
』
と

符
節
を
合
す
る
記
述
が
存
在
す
る
。

あ
っ

易
は
天
道
と
人
道
を
会
む
る
所
以
な
り
。

詩
は
古
今
の
志
を
会
む
る
所
以
な
り
。

春
秋
は
古
今
の
事
を
会
む
る
所
以
な
り
。

(5) 
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礼
と
は
交
の
行
述
な
り
。

楽
と
は
生
ず
る
こ
と
或
り
教
う
る
こ
と
或
る
者
な
り
。

こ
こ
に
は
、
易
・
詩
・
春
秋
・
礼
・
楽
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
簡
略
な
解

説
が
示
さ
れ
る
。
書
に
対
す
る
解
説
も
当
然
存
在
し
た
は
ず
で
あ

る
が
、
竹
簡
が
残
欠
し
て
い
て
具
体
的
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
礼
と
楽
に
関
し
て
も
、
そ
れ
が
特
定
の
書
藉
を
指
し
て
い
る

の
か
、
一
般
的
な
儀
礼
と
音
楽
を
指
し
て
い
る
の
か
は
判
然
と
せ

ず
、
む
し
ろ
後
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
『
語

叢
』
一
の
記
述
は
、
先
の
『
六
徳
』
ほ
ど
明
確
に
「
六
経
」
概
念

の
存
在
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
少
な
く
も
こ
う

し
た
記
述
は
、
『
語
叢
』
一
が
著
作
さ
れ
た
当
時
、
儒
家
が
す
で
に

易
・
詩
•
春
秋
を
自
分
た
ち
の
経
典
と
し
て
奉
じ
て
い
た
状
況
を
明

示
し
て
は
い
る
。

平
努
説
と
の
関
係
で
問
題
に
な
る
の
は
、
『
六
徳
』
に
お
い
て
も
、

『
語
叢
』
一
に
お
い
て
も
、
『
春
秋
』
が
明
確
に
儒
家
の
経
典
と
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
は
た
し
て
平
勢
説
と

矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

上
述
し
た
よ
う
に
郭
店
一
号
楚
墓
の
下
葬
年
代
は
、
前
三

0
0

年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
副
葬
品
の
中
に
鳩
杖
二
本
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
墓
主
は
七
十
歳
を
超
す
高
齢
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
出
土
し
た
『
六
徳
』
や
『
語
叢
』
一

の
写
本
は
、
墓
主
が
生
前
所
持
し
て
い
た
書
籍
で
あ
る
。
仮
に
墓

主
が
五
十
歳
頃
に
こ
れ
ら
の
写
本
を
入
手
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の

書
写
年
代
は
前
三
二

0
年
頃
と
な
る
。

も
と
よ
り
そ
れ
は
、
転
写
を
重
ね
た
多
く
の
写
本
の
中
の
一
本

で
あ
っ
て
、
原
著
で
は
な
い
か
ら
、
原
著
の
成
立
は
郭
店
写
本
の

書
写
年
代
を
さ
ら
に
遡
る
。
一
般
に
原
著
が
成
立
し
た
後
、
転
写

を
重
ね
て
写
本
が
流
布
す
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
期
間
を
見
込
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
そ
の
幅
を
ど
ん
な
に
短
く
見
積
も
っ
て

も
、
十
年
か
二
十
年
は
遡
ら
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
郭
店
出
土
の
儒
家
系
統
の
著
作
十
種
は
、
魯
の
穆
公
と
子

思
の
問
答
を
記
す
『
魯
穆
公
問
子
思
』
や
、
子
思
の
作
と
伝
え
ら

れ
る
『
中
庸
』
に
似
た
性
命
思
想
を
説
く
『
性
自
命
出
』
を
含
む

こ
と
、
子
思
・
孟
子
系
統
の
儒
家
思
想
と
強
い
関
連
を
示
す
『
五

行
』
を
含
む
こ
と
な
ど
か
ら
、
主
に
子
思
学
派
の
手
に
な
る
著
作

と
考
え
ら
れ
る
。
子
思
学
派
が
活
動
し
た
の
は
、
「
魯
の
謬
公
の
師

と
為
る
」
（
『
漢
書
』
芸
文
志
）
と
、
魯
や
斉
を
中
心
と
し
た
地
域

で
あ
る
か
ら
、
『
六
徳
』
を
含
む
郭
店
の
儒
家
系
著
作
も
、
斉
．
魯

の
辺
り
で
著
作
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点

を
考
慮
す
れ
ば
、
斉
．
魯
で
『
六
徳
』
の
原
著
が
成
立
し
た
後
、
そ

れ
が
写
本
に
よ
っ
て
楚
に
伝
播
す
る
ま
で
に
は
、
や
は
り
相
当
の

期
間
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。

仮
に
『
六
徳
』
の
書
写
年
代
を
前
三
二

0
年
頃
と
し
、
原
著
の

(6) 
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成
立
年
代
を
そ
こ
か
ら
二
十
年
遡
ら
せ
る
と
、
『
六
徳
』
の
成
書
年

代
は
前
三
四

0
年
頃
と
な
る
（
注
17)°

『
語
叢
』
一
の
場
合
は
少
し
複

雑
で
、
『
六
徳
』
と
同
じ
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
郭
店
楚
墓
に
副

葬
さ
れ
た
可
能
性
と
、
墓
主
が
色
々
な
書
物
か
ら
短
文
を
抜
き
出

し
、
自
ら
格
言
集
を
作
っ
た
可
能
性
と
を
想
定
で
き
る
（
注
1
8
)
0

前
者
の
場
合
は
、
書
写
年
代
及
び
成
書
年
代
を
上
述
の
『
六

徳
』
と
同
様
に
仮
定
で
き
る
の
だ
が
、
後
者
の
場
合
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
仮
に
墓
主
が
『
語
叢
』
一
を
編
集
し
た
の
が
五
十
歳
頃

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
三
二

0
年
頃
と
な
る
。
そ
の
と
き
墓
主
が
短

文
を
抽
出
す
る
の
に
利
用
し
た
様
々
な
書
物
は
、
当
然
す
で
に
成

立
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
書
物
が
そ
れ
ぞ
れ
原
著
で

あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
材
料
を
提
供
し
た
書
籍
の
成

書
年
代
は
、
前
三
二

0
年
を
さ
ら
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
二

十
年
遡
ら
せ
れ
ば
、
前
三
四

0
年
と
な
っ
て
、
結
果
的
に
は
『
六

徳
』
の
場
合
と
同
じ
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
『
六
徳
』
と
『
語

叢
』
一
の
間
に
存
在
す
る
性
格
の
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
と

も
と
の
記
述
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
場
合
は
、
結
局
両
者
を
ほ

ぼ
同
様
に
扱
っ
て
も
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
『
六
徳
』
や
『
語
叢
』
一
に
材
料
を
提
供
し
た
書
籍
の
成

書
年
代
を
前
三
四

0
年
頃
と
仮
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
考
察
を
進

め
る
と
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
、

両
者
は
と
も
に
儒
家
が
『
春
秋
』
を
経
典
視
し
て
い
た
状
況
を
踏

ま
え
て
記
述
し
て
い
る
。
当
然
両
者
が
成
書
さ
れ
る
以
前
に
、
儒

家
は
『
春
秋
』
を
経
典
視
し
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
間
の
幅
を
で
き
る
だ
け
短
く
想
定
し
て
、
仮
に
十
年
と
す
れ

ば
、
儒
家
が
『
春
秋
』
を
経
典
視
し
始
め
た
の
は
、
前
三
五

0
年

頃
と
な
る
。
そ
し
て
存
在
し
な
い
書
物
を
経
典
視
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
か
ら
、
『
春
秋
』
は
当
然
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
は
り
そ
の
幅
を
で
き
る
だ
け
短
く

想
定
し
て
、
仮
に
十
年
と
す
れ
ば
、
『
春
秋
』
の
成
書
年
代
は
前
三

六
0
年
頃
と
な
る
。

こ
の
結
果
を
も
と
に
平
勢
説
を
考
え
る
と
、
い
っ
た
い
ど
う
い

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
平
努
説
は
、
『
春
秋
』
が
成
書
さ
れ

た
の
は
早
く
て
も
前
三
三
八
年
以
降
だ
と
主
張
す
る
。
た
だ
し
平

勢
説
に
よ
れ
ば
、
鍮
年
称
元
法
が
斉
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
の
が

前
三
三
八
年
で
、
『
春
秋
』
は
そ
の
鍮
年
称
元
法
で
書
か
れ
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
前
三
三
八
年
は
除
外
し
て
置
く
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
『
春
秋
』
の
成
書
年
代
は
、
最
も
早
く

て
も
前
三
三
七
年
以
降
と
な
ろ
う
。

平
努
説
は
早
く
て
も
前
三
三
八
年
以
降
と
す
る
の
み
で
、
遅
い

場
合
の
想
定
年
代
に
つ
い
て
は
明
示
が
な
い
の
で
、
差
し
当
た
っ

て
上
限
で
あ
る
前
三
三
七
年
に
焦
点
を
絞
っ
て
議
論
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
『
六
徳
』
や
『
語
叢
』
一
の
記
述
は
、

『
春
秋
』
が
前
三
六

0
年
頃
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
、

(7) 
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明
確
に
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
郭
店
一
号
楚
墓
が
造
営

さ
れ
た
と
さ
れ
る
前
三

0
0
年
を
起
点
に
、
『
春
秋
』
の
成
立
時
期

ま
で
遡
ら
せ
る
幅
を
、
で
き
る
だ
け
短
く
想
定
し
て
得
ら
れ
た
年

代
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
平
努
説
に
よ
れ
ば
、
『
春
秋
』
の
成
書
年
代
は
早
く
て

も
前
三
三
七
年
以
降
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
郭
店
楚

簡
の
発
見
に
よ
っ
て
、
『
春
秋
』
は
遅
く
も
前
一
□
二
七
年
以
前
に
す

で
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
一
点
だ
け
で
も
、
平
努
説
の
破
綻
は
す
で
に
確
定
す
る
。

（図
A
参
照
）

お
ま
け
に
平
努
説
で
は
、
も
と
も
と
『
春
秋
』
は
、
斉
王
の
み

が
唯
一
の
天
子
だ
と
主
張
す
る
た
め
の
王
権
正
統
化
理
論
と
し
て
、

斉
の
威
宣
王
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
も
と

も
と
『
春
秋
』
は
、
儒
家
と
は
無
縁
の
内
物
だ
っ
た
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

し
か
る
に
儒
家
の
著
作
で
あ
る
『
六
徳
』
の
中
で
、
『
春
秋
』
は

詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
と
と
も
に
、
明
確
に
偏
家
の
経
典
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
『
語
叢
』
一
は
諸
書
か
ら
短
文
を
抜
粋
し
て
編

集
し
た
格
言
集
で
、
「
凡
そ
物
は
亡
（
無
）
よ
り
生
ず
」
と
道
家
の
言

も
一
部
混
在
す
る
が
、
大
部
分
は
「
礼
を
知
り
て
而
る
後
に
行
を

知
る
」
と
い
っ
た
儒
家
の
言
説
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

「
春
秋
は
古
今
の
事
を
会
む
る
所
以
な
り
」
と
の
『
春
秋
』
に
対

す
る
解
説
も
、
・
礼
・
楽
・
易
に
対
す
る
解
説
と
と
も
に
、
儒

家
系
文
献
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
『
春
秋
』
が
も
と
も
と
儒
家
の
経
典
だ
っ
た

こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
原
初
の
『
春
秋
』
が
儒
家

と
は
無
縁
の
王
権
正
統
化
理
論
だ
っ
た
と
す
る
平
努
説
は
、
こ
の

点
か
ら
も
完
全
に
破
綻
す
る
の
で
あ
る
。

図A 郭店楚簡と平勢説

前360・・・・・・・・・・・・ 『春秋』 成書。

↑ 

前350…………儒家が『春秋』を経典化。

↑ 

前340.. ………• 『六徳』成書。（斉魯で成立）

前338「万麿雷『昇昌余外すれば前337年）

前320.. ………墓主『六徳』入手。
(50歳頃入手と仮定）

前300L」一郭店楚墓造営。
（『六徳』成書の下限）
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本
章
で
は
、
孟
子
の
活
動
と
平
努
説
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

孟
子
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
作
っ
た
と
す

る
『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
を
明
快
に
主
張
し
た
。

世
衰
道
微
、
邪
説
暴
行
有
作
。
臣
試
其
君
者
有
之
。
子
試
其

父
者
有
之
。
孔
子
憫
作
春
秋
。
春
秋
天
子
之
事
也
。
是
故
孔

子
曰
、
知
我
者
、
其
惟
春
秋
乎
゜
罪
我
者
、
其
惟
春
秋
乎
゜

聖
王
不
作
、
諸
侯
放
恣
、
慮
士
横
議
、
楊
朱
墨
蛮
之
言
盈
天

下
。
天
下
之
言
、
不
蹄
楊
則
蹄
墨
゜
楊
氏
為
我
。
是
無
君
也
。

墨
氏
兼
愛
。
是
無
父
也
。
無
父
無
君
、
是
禽
獣
也
。
公
明
儀

曰
‘
庖
有
肥
肉
、
厩
有
肥
馬
、
民
有
飢
色
、
野
有
餓
芋
‘
此

率
禽
獣
而
食
人
也
。
楊
墨
之
道
不
息
、
孔
子
之
道
不
著
。
是

邪
説
諌
民
、
充
塞
仁
義
也
。
仁
義
充
塞
、
則
率
獣
食
人
、
人

将
相
食
。
吾
為
此
憚
、
閑
先
聖
之
道
、
距
楊
墨
、
放
淫
辟
‘

邪
説
者
不
得
作
。
昔
者
萬
抑
洪
水
而
天
下
平
。
周
公
兼
夷
秋

謳
猛
獣
而
百
姓
寧
゜
孔
子
成
春
秋
而
槻
臣
賊
子
櫂
。
詩
云
、

戎
秋
是
階
‘
則
舒
是
懲
。
則
莫
我
敢
承
。
無
父
無
君
、
是
周

公
所
階
也
。
我
亦
欲
正
人
心
、
息
邪
説
、
距
設
行
、
放
淫
僻
‘

以
承
三
聖
者
。
登
好
辮
哉
。
予
不
得
已
也
。
能
言
距
楊
墨
者
、

聖
人
之
徒
也
。
（
『
孟
子
』
腺
文
公
下
篇
）

皿

平
勢
説
と
孟
子
の
活
動
と
の
関
係

か

す

ま

世
衰
え
道
微
か
に
し
て
、
邪
説
暴
行
有
た
作
る
。
臣
に
し
て

其
の
君
を
試
す
る
者
之
有
り
。
子
に
し
て
其
の
父
を
試
す
る

お
そ

者
之
有
り
。
孔
子
は
憚
れ
て
春
秋
を
作
る
。
春
秋
は
天
子
の

事
な
り
。
是
の
故
に
孔
子
日
く
、
我
を
知
る
者
は
、
其
れ
惟

だ
春
秋
か
。
我
を
罪
す
る
者
も
、
其
れ
惟
だ
春
秋
か
と
。
聖

王
は
作
ら
ず
、
諸
侯
は
放
恣
に
し
て
、
処
士
は
横
鏃
し
、
楊

朱
・
墨
輩
の
言
は
天
下
に
盈
つ
。
天
下
の
言
は
、
楊
に
帰
せ
ざ

れ
ば
則
ち
墨
に
帰
す
。
楊
氏
は
我
が
為
に
す
。
是
れ
君
を
無

す
る
な
り
。
墨
氏
は
兼
愛
す
。
是
れ
父
を
無
す
る
な
り
。
父

を
無
し
君
を
無
す
る
は
、
是
れ
禽
獣
な
り
。
公
明
儀
日
く
、

庖
に
肥
肉
有
り
、
厩
に
肥
馬
有
る
に
、
民
に
飢
色
有
り
て
、

野
に
餓
芋
有
る
は
、
此
れ
禽
獣
を
率
い
て
人
を
食
ま
し
む
る

な
り
と
。
楊
墨
の
道
息
ま
ざ
れ
ば
、
孔
子
の
道
は
著
れ
ず
。

是
れ
邪
説
民
を
匪
い
、
仁
義
を
充
塞
す
る
な
り
。
仁
義
充
塞

す
れ
ば
、
則
ち
禽
獣
を
率
い
て
人
を
食
ま
し
め
、
人
も
将
に

相
食
ま
ん
と
す
。
吾
此
が
為
に
憚
れ
、
先
聖
の
道
を
閑
り
、

お
こ

楊
墨
を
距
ぎ
、
淫
辞
を
放
ち
て
、
邪
説
の
者
作
る
を
得
ざ
ら

し
む
。
昔
萬
は
洪
水
を
抑
え
て
天
下
平
ら
か
な
り
。
周
公
は

し
り
ぞ

夷
秋
を
兼
け
猛
獣
を
駆
り
て
百
姓
寧
し
。
孔
子
は
春
秋
を
成

し
て
乱
臣
・
賊
子
憚
る
。
詩
に
云
く
、
戎
秋
是
れ
贋
ち
、
荊
舒

と
ど

是
れ
懲
ら
す
。
則
ち
我
を
敢
て
承
む
る
莫
し
と
。
父
を
無
し

君
を
無
す
る
は
、
是
れ
周
公
の
贋
ち
し
所
な
り
。
我
も
亦
た
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人
心
を
正
し
、
邪
説
を
息
め
、
設
行
を
距
ぎ
、
淫
辞
を
放
ち
、

以
て
三
聖
者
を
承
が
ん
と
欲
す
。
登
に
弁
を
好
ま
ん
や
。
予

巳
む
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。
能
く
言
い
て
楊
墨
を
距
ぐ
者
は
、

聖
人
の
徒
な
り
。

「
孔
子
は
憚
れ
て
春
秋
を
作
る
」
と
の
孟
子
の
言
は
、
古
来
あ

ま
り
に
も
著
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
が
明

快
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
孟
子
が
『
春
秋
』
を
孔
子

の
作
だ
と
信
じ
て
い
た
こ
と
に
は
、
全
く
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

そ
こ
で
次
に
孟
子
の
事
跡
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

戦
国
諸
子
の
大
半
は
事
跡
が
至
っ
て
茫
漠
と
し
て
い
て
、
確
か

な
年
代
を
定
め
が
た
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
孟
子
は
、

比
較
的
そ
の
事
跡
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
『
孟
子
』

の
中
に
は
、
孟
子
が
多
く
の
門
人
を
従
え
て
諸
国
を
遊
説
し
て
回

っ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
相
手
方
の
国
家
や
君
主
と
の
関
係

が
有
力
な
決
め
手
と
な
っ
て
、
そ
の
活
動
年
代
を
か
な
り
の
程
度

ま
で
明
確
に
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

思
想
家
と
し
て
の
孟
子
が
初
め
て
表
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
、

前
三
一
九
年
、
中
原
の
大
国
で
あ
っ
た
魏
に
遊
説
に
赴
き
、
恵
王

（
在
位
品
型
一
七

O
S前
三
一
八
年
）
と
会
見
し
た
と
き
で
あ
る
。

会
見
の
冒
頭
、
恵
王
は
孟
子
に
向
か
い
、
「
曳
は
千
里
を
遠
し
と
せ

ず
し
て
来
る
。
亦
た
将
に
以
て
吾
が
国
を
利
す
る
こ
と
有
ら
ん
と

す
る
か
」
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
篇
）
と
切
り
出
し
た
と
い
う
。
恵

王
は
孟
子
に
「
里
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
か
ら
、
こ
の
と
き
孟
子

は
、
少
な
く
と
も
五
十
を
超
す
年
齢
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
孟
子
は
、
恵
王
に
し
ば
し
ば
王
道
政
治
の
理
想
を
説
く
が
、
す

で
に
九
十
歳
を
超
す
老
齢
だ
っ
た
恵
王
は
、
翌
三
一
八
年
に
死
去

し
て
し
ま
う
。
代
わ
っ
て
即
位
し
た
の
は
襄
王
（
在
位
品
5

三
一
八

S
前
三

0
0
年
）
で
あ
る
が
、
「
孟
子
、
梁
の
襄
王
に
見
ゆ
。
出
で

て
人
に
語
り
て
日
く
、
之
に
望
む
に
人
君
に
似
ず
、
之
に
就
く
に

畏
る
る
所
を
見
ず
」
（
同
）
と
、
孟
子
は
そ
の
頼
り
な
い
人
柄
を
見

て
失
望
し
、
早
々
に
魏
を
退
去
す
る
。

魏
を
見
限
っ
た
孟
子
は
、
前
三
一
七
年
、
斉
を
訪
れ
て
宣
王

（
在
位
品
5

三
一
八

S
前
三

0
一
年
）
と
会
見
す
る
。
孟
子
の
話
に

感
じ
入
っ
た
宣
王
は
、
「
願
わ
く
ば
夫
子
、
吾
が
志
を
輔
け
、
明
らこ

こ

か
に
以
て
我
を
教
え
よ
。
我
は
不
敏
な
り
と
雖
も
、
請
う
之
を
嘗

試
ん
」
（
同
）
と
、
大
い
に
歓
迎
の
意
を
表
し
、
孟
子
を
客
卿
と
し

て
厚
遇
す
る
。
こ
れ
以
降
孟
子
は
、
宣
王
の
政
治
顧
問
と
い
っ
た

役
回
り
を
演
ず
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
間
、
前
三
一
六
年
か
ら
前
三
一
五
年
に
か
け
て
、
燕
王
・
噌

が
賢
者
の
誉
れ
高
い
宰
相
の
子
之
に
国
政
を
委
ね
て
引
退
し
、
つ

い
に
は
子
之
に
燕
の
王
位
を
譲
る
禅
譲
事
件
が
発
生
す
る
。
そ
の

た
め
王
位
継
承
権
を
失
っ
た
太
子
・
平
と
、
太
子
に
荷
担
す
る
勢
力

は
、
子
之
の
即
位
を
認
め
ず
、
燕
は
内
乱
状
態
に
陥
る
。
北
方
の
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隣
国
の
混
乱
を
見
た
宣
王
は
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
燕
を
攻
撃
せ
ん

と
し
、
群
臣
に
意
見
を
求
め
た
。
す
る
と
客
卿
だ
っ
た
孟
子
は
、

「
孟
朝
、
斉
の
宣
王
に
謂
い
て
日
く
、
今
、
燕
を
伐
つ
は
、
此
れ

文
武
の
時
に
し
て
失
う
べ
か
ら
ず
」
（
『
戦
国
策
』
燕
策
一
）
と
、

強
く
軍
事
介
入
を
勧
め
る
。

孟
子
に
煽
ら
れ
た
宣
王
は
、
前
三
―
四
年
、
軍
事
侵
攻
を
決
意

し
、
将
軍
・
匡
章
が
五
都
の
兵
を
率
い
て
燕
に
侵
入
す
る
。
そ
の
結

果
、
「
士
卒
は
戦
わ
ず
、
城
門
は
閉
じ
ず
。
燕
王
・
噌
死
し
て
斉
は

大
い
に
燕
に
勝
つ
」
（
同
）
と
、
ニ
ヶ
月
足
ら
ず
の
間
に
燕
の
ほ
ぼ

全
域
を
占
領
す
る
と
の
大
勝
利
を
収
め
る
。
こ
れ
に
気
を
好
く
し

た
宣
王
は
、
燕
の
併
合
を
も
く
ろ
む
。

ま
た
も
や
宣
王
は
、
「
万
乗
の
国
を
以
て
、
万
乗
の
国
を
伐
ち
、

五
旬
に
し
て
之
を
挙
ぐ
。
人
力
は
此
に
至
ら
ず
。
取
ら
ず
ん
ば
必

ず
天
残
有
ら
ん
。
之
を
取
る
は
如
何
」
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
篇
）

と
、
孟
子
に
併
合
の
是
非
を
問
う
。
こ
の
と
き
孟
子
は
、
「
之
を
取

り
て
燕
の
民
悦
べ
ば
、
則
ち
之
を
取
れ
」
「
之
を
取
り
て
燕
の
民
悦

ば
ず
ん
ば
、
則
ち
取
る
勿
れ
」
と
、
宣
王
に
下
駄
を
預
け
る
よ
う

な
発
言
を
し
な
が
ら
も
、
「
万
乗
の
国
を
以
て
、
万
乗
の
国
を
伐
つ

に
、
箪
食
壷
漿
し
て
以
て
王
師
を
迎
う
る
は
、
登
に
他
有
ら
ん
や
。

水
火
を
避
け
ん
と
す
れ
ば
な
り
。
水
の
益
ま
す
深
き
が
如
く
、
火

の
益
ま
す
熱
き
が
如
く
な
ら
ば
、
亦
た
運
ら
ん
の
み
」
と
、
暗
に

併
合
を
断
念
し
て
撤
兵
す
る
よ
う
示
唆
す
る
。

さ
ら
に
「
斉
人
燕
を
伐
ち
て
之
を
取
る
。
諸
侯
は
将
に
燕
を
救

わ
ん
こ
と
を
謀
ら
ん
と
す
」
（
同
）
と
の
状
況
に
陥
る
と
、
再
び
宣

王
は
「
諸
侯
、
寡
人
を
伐
た
ん
こ
と
を
謀
る
者
多
し
。
何
を
以
て

之
を
待
た
ん
」
と
、
孟
子
に
対
処
法
を
尋
ね
る
。
す
る
と
孟
子
は
、

ぼ
う
げ
い

「
王
、
速
に
令
を
出
し
、
其
の
鹿
悦
を
反
し
、
其
の
重
器
を
止
ど
め
、

燕
の
衆
に
謀
り
て
君
を
置
け
。
而
る
後
に
之
を
去
ら
ば
、
則
ち
猶

お
止
む
に
及
ぶ
べ
き
な
り
」
と
答
え
る
。
す
な
わ
ち
孟
子
は
、
燕

の
併
合
を
放
棄
し
て
、
全
面
撤
収
す
る
よ
う
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
宣
王
は
孟
子
の
提
案
を
受
け
入
れ
ず
、
燕
の
占
領
を
継
続

す
る
。
前
三
―
二
年
、
は
た
せ
る
か
な
燕
の
国
内
で
は
、
斉
の
占

領
軍
に
対
す
る
反
乱
が
勃
発
し
、
燕
を
救
援
す
る
諸
侯
の
連
合
軍

そ
む

も
進
軍
を
開
始
す
る
。
窮
地
に
立
っ
た
宣
王
は
、
「
燕
人
畔
く
。
王

は

日
く
、
吾
甚
だ
孟
子
に
悪
ず
」
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
篇
）
と
後
悔

し
、
燕
か
ら
全
面
撤
退
し
て
、
連
合
軍
の
侵
攻
を
辛
く
も
免
れ
る
。

か
く
し
て
燕
へ
の
侵
攻
は
全
く
の
失
敗
に
終
わ
り
、
斉
の
国
威

は
大
き
く
失
墜
し
た
。
す
る
と
斉
の
朝
廷
で
は
、
「
或
る
ひ
と
問
い

て
日
く
、
斉
に
勧
め
て
燕
を
伐
た
し
め
た
り
と
。
諸
有
り
や
」

（
同
）
と
、
そ
も
そ
も
斉
を
煽
っ
て
燕
に
侵
攻
さ
せ
た
の
は
孟
子

で
は
な
か
っ
た
の
か
と
、
孟
子
の
責
任
を
あ
げ
つ
ら
う
声
が
上
が

っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
が
影
瞥
し
て
、
前
三
―
二
年
な
い
し
前
三

―
一
年
に
、
孟
子
は
斉
を
退
去
す
る
。

斉
を
立
ち
去
っ
た
孟
子
は
、
一
時
宋
に
滞
在
し
、
そ
こ
で
膝
の

(11) 
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太
子
（
後
の
文
公
）
と
会
見
す
る
。
宋
を
離
れ
た
の
ち
‘
膵
に
立

ち
寄
っ
て
か
ら
、
前
三

0
八
年
、
孟
子
は
故
郷
の
郷
に
帰
還
す
る
。

こ
の
年
、
膝
の
定
公
が
没
し
、
代
わ
っ
て
即
位
し
た
文
公
は
、
都

に
然
友
を
派
遣
し
て
、
孟
子
に
父
・
定
公
の
葬
儀
を
ど
の
よ
う
に
執

り
行
う
べ
き
か
を
尋
ね
さ
せ
、
孟
子
は
三
年
の
喪
の
実
行
を
勧
め

て
い
る
。
そ
の
翌
年
、
前
三

0
七
年
に
孟
子
は
膝
の
文
公
に
招
聘

さ
れ
て
、
そ
の
政
治
顧
問
と
な
り
、
文
公
に
井
田
制
の
実
施
を
勧

め
た
。
膝
に
一
年
な
い
し
二
年
滞
在
し
た
の
ち
、
魯
の
執
政
と
な

っ
て
い
た
門
人
・
楽
正
子
克
の
斡
旋
で
、
魯
の
平
公
が
孟
子
を
招
聘

す
る
と
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
前
三

0
五
年
に
孟
子
は
魯
に
赴
く
。

だ
が
様
々
な
手
違
い
が
重
な
っ
て
、
結
局
平
公
と
の
会
見
を
果
た

せ
ぬ
ま
ま
、
孟
子
は
空
し
く
郷
に
帰
国
す
る
。
遊
説
活
動
か
ら
身

を
引
く
決
意
を
固
め
て
郡
に
戻
っ
た
孟
子
は
、
以
後
弟
子
の
教
育

と
著
述
に
専
念
し
て
そ
の
生
涯
を
終
え
る
。
没
年
は
不
明
で
あ
る

が
、
引
退
時
に
す
で
に
七
十
歳
を
超
す
老
齢
だ
っ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
お
よ
そ
前
三

0
0
年
頃
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
孟
子
の
事
跡
は
、
魏
の
恵
王
の
死
と
襄
王
の
即
位
、

燕
王
・
子
噌
の
禅
譲
事
件
、
斉
に
よ
る
燕
の
占
領
と
撤
兵
、
膝
の
定

公
の
死
と
文
公
の
即
位
な
ど
、
君
主
の
交
代
や
国
際
的
事
件
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
細
部
に
関
し
、
実
際
の

年
代
と
一
・
ニ
年
の
誤
差
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
大
筋
が
動

く
こ
と
は
な
い
。

こ
の
孟
子
の
事
跡
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
剪
説
の
是
非
を
検
討
し

て
み
よ
う
。
孟
子
が
遊
説
活
動
を
開
始
し
た
の
は
前
三
一
九
年
で

あ
り
、
当
時
孟
子
は
す
で
に
五
十
歳
を
超
え
て
い
た
。
し
か
も
孟

子
は
、
公
孫
丑
・
楽
正
子
克
・
万
章
•
公
都
子
・
充
虞
・
高
子
な
ど
、
多

く
の
門
人
を
引
き
連
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
孟
子
は
、
遊
説
活

動
を
開
始
す
る
前
三
一
九
年
以
前
か
ら
、
郡
に
多
数
の
門
人
を
擁

す
る
学
団
を
構
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ゃ

「
孟
子
、
臣
為
る
を
致
め
て
帰
ら
ん
と
す
」
（
『
孟
子
』
公
孫
丑

下
篇
）
と
、
孟
子
が
斉
を
退
去
す
る
際
、
宣
王
は
「
前
日
に
は
見

ぉ

え
ん
こ
と
を
願
い
て
得
べ
か
ら
ざ
る
も
、
朝
を
同
じ
く
し
て
侍
る

を
得
て
甚
だ
喜
べ
り
。
今
、
又
た
寡
人
を
棄
て
て
帰
ら
ん
と
す
」

（
同
）
と
述
べ
る
。
か
ね
が
ね
先
生
に
お
目
に
か
か
り
た
い
と
切

望
し
て
い
て
適
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
先
生
を
斉
の

朝
廷
に
お
迎
え
で
き
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
て
み
れ
ば
宣
王
は
、
前
三
一
七
年
に
孟
子
が
斉
を
訪
れ
る

以
前
か
ら
、
孟
子
を
招
聘
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
わ
け
で
、
遊
説

活
動
に
乗
り
出
す
前
か
ら
、
学
者
と
し
て
の
孟
子
の
名
声
が
斉
に

聞
こ
え
て
い
た
状
況
を
物
語
る
。

と
す
れ
ば
、
孟
子
が
遊
説
活
動
を
開
始
す
る
十
年
ぐ
ら
い
前
、

す
な
わ
ち
前
三
三

0
年
頃
に
は
、
孟
子
は
す
で
に
自
己
の
思
想
を

ふ
せ

確
立
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
楊
墨
を
拒
」
い
で

「
三
聖
者
を
承
が
ん
と
欲
す
」
る
己
の
思
想
に
強
烈
な
自
負
心
を

(12) 



3097 

抱
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
子
は
そ
の
実
現
を
目
指
す
べ
く
遊
説

活
動
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
相
手
を
説
得
す
る
十
分
な
理

論
を
持
た
ぬ
ま
ま
、
大
国
の
君
主
に
対
し
師
匠
気
取
り
で
弁
舌
を

振
る
う
挙
に
出
た
と
は
考
え
難
い
。

当
然
、
先
に
紹
介
し
た
『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
も
、
前
三
三
〇

年
頃
、
孟
子
が
四
十
数
歳
の
頃
に
は
、
す
で
に
講
説
さ
れ
て
い
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
は
、
世
道
・
人
心

の
衰
微
、
下
剋
上
に
よ
る
社
会
秩
序
の
崩
壊
を
恐
れ
た
孔
子
が
、

世
界
の
悪
化
を
阻
止
す
べ
く
、
本
来
は
天
子
の
事
業
で
あ
る
『
春

秋
』
に
よ
る
教
導
を
、
天
子
に
成
り
代
わ
っ
て
実
行
し
た
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
記
述
は
、
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
に

も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

孟
子
曰
‘
王
者
之
迩
焙
而
詩
亡
、
詩
亡
然
後
春
秋
作
。
晉
之

乗
、
楚
之
楢
机
、
魯
之
春
秋
一
也
。
其
事
則
齊
桓
晉
文
、
其

文
則
史
。
孔
子
曰
、
其
義
則
丘
窺
取
之
芙
゜

ゃ

孟
子
日
く
、
王
者
の
迩
想
み
て
詩
亡
び
、
詩
亡
び
て
然
る
後

と
う
こ
っ

に
春
秋
作
る
。
晋
の
乗
、
楚
の
梼
机
‘
魯
の
春
秋
は
一
な
り
。

其
の
事
は
則
ち
斉
桓
・
晋
文
、
其
の
文
は
則
ち
史
。
孔
子
日
く
、

ひ
そ

其
の
義
は
則
ち
丘
窃
か
に
之
を
取
る
と
。

こ
こ
で
孟
子
は
、
晋
・
楚
・
魯
各
国
に
史
官
の
手
に
成
る
年
代
記
が

存
在
す
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
孔
子
は
魯
の
史
官
の
手
に
成
る
魯

の
『
春
秋
』
を
流
用
し
、
在
る
べ
き
正
義
を
示
す
べ
く
、
そ
こ
に

独
自
の
微
言
を
込
め
た
と
い
う
。
こ
の
『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
は
、

『
春
秋
』
の
制
作
に
礼
楽
制
作
の
肩
代
わ
り
を
さ
せ
、
孔
子
を
新

王
朝
を
創
始
す
べ
き
王
者
だ
っ
た
と
主
張
す
る
役
割
を
背
負
っ
て

お
り
、
孟
子
が
唱
え
る
王
者
五
百
年
周
期
説
と
も
密
接
に
関
連
す

る
、
孟
子
の
思
想
の
主
要
な
柱
の
―
つ
で
あ
る
（
注
19)°

し
た
が
っ

て
孟
子
の
中
で
は
、
『
春
秋
』
を
作
っ
た
の
は
孔
子
で
あ
り
、
当
然

『
春
秋
』
は
儒
家
の
経
典
だ
と
確
信
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
平
剪
説
は
、
『
春
秋
』
の
成
書
年
代
は
早
く
て
も
前
三

三
八
年
以
降
で
あ
り
、
し
か
も
『
春
秋
』
は
斉
の
王
権
正
統
化
理

論
と
し
て
、
威
宣
王
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
説
く
。
も
し
平
努
説
が

正
し
い
と
す
れ
ば
、
斉
の
威
宣
王
が
『
春
秋
』
を
作
っ
た
直
後
に
、

孟
子
は
そ
れ
を
横
取
り
し
て
儒
家
の
経
典
だ
と
偽
り
、
本
来
の

『
春
秋
』
の
性
格
を
全
く
別
の
方
向
に
す
り
替
え
た
こ
と
に
な
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
斉
の
威
宣
王
が
、
斉
の
み
が
唯
一
正
統
な
天
子

だ
と
主
張
す
る
目
的
で
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
作
っ
た

『
春
秋
』
を
、
僅
か
数
年
の
内
に
横
取
り
し
、
『
春
秋
』
を
作
っ
た

の
は
孔
子
だ
と
講
説
す
る
孟
子
は
、
斉
に
と
っ
て
の
大
罪
人
、
国

家
の
仇
敵
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
斉
と
鄭
は
至
近
距
離
に
あ
り
、

東
方
の
大
国
た
る
斉
が
そ
の
強
大
な
軍
事
力
を
行
使
す
れ
ば
、
鄭

に
攻
め
込
ん
で
孟
子
の
学
団
を
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
い
と
も

容
易
で
あ
っ
た
ろ
う
。

(13) 
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し
か
る
に
斉
の
宣
王
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
孟
子
を
客
卿
と
し

て
厚
遇
し
、
自
己
の
政
治
顧
問
に
据
え
て
そ
の
指
南
を
仰
い
で
い

る
。
平
努
説
に
よ
れ
ば
、
威
王
と
宣
王
は
威
宣
王
な
る
同
一
人
物

な
の
だ
が
、
自
分
が
斉
の
王
権
正
統
化
理
論
と
し
て
作
っ
た
『
春

秋
』
を
掠
め
取
っ
た
斉
の
仇
敵
を
、
の
ち
に
同
一
人
物
が
師
と
仰

い
で
歓
待
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
あ
り
得
な
い
で
あ

ろ
う
。ま

た
孟
子
の
『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
の
内
容
か
ら
は
、
孟
子
以

前
に
す
で
に
伝
が
存
在
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。
孟
子
は
、

「
孔
子
は
春
秋
を
成
し
て
乱
臣
・
賊
子
憚
る
」
と
語
る
。
こ
れ
は
、

「
其
の
義
は
則
ち
丘
窃
か
に
之
を
取
る
」
と
、
孔
子
が
密
か
に

『
春
秋
』
に
込
め
た
微
言
大
義
・
一
字
褒
貶
の
義
理
が
、
儒
家
に
よ

っ
て
講
説
さ
れ
て
い
た
状
況
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
到
底
理
解

し
が
た
い
発
言
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
『
春
秋
』
の
経
文
が
存
在
し

た
だ
け
で
は
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
心
情
や
行
為
が
、
い
か
な
る
筆

法
で
褒
貶
さ
れ
て
い
る
の
か
、
皆
目
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
に

仮
り
て
義
を
張
る
解
釈
、
す
な
わ
ち
伝
が
存
在
し
て
、
初
め
て

『
春
秋
』
は
乱
臣
・
賊
子
を
恐
憚
せ
し
め
る
筆
誅
の
書
と
し
て
の
機

能
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
儒
家
が
伝
を
作
っ
て
『
春
秋
』
を
講
説
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
世
の
乱
臣
・
賊
子
が
筆
誅
を
恐
れ
て
悪
事
を
控
え
た
と
す

る
の
は
、
孟
子
の
誇
大
宣
伝
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
儒
家
が
『
春

秋
』
に
そ
う
し
た
機
能
を
認
め
る
た
め
に
は
、
経
文
か
ら
義
理
を

引
き
出
す
伝
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。
孟
子
以
前
に
存
在
し
た

『
春
秋
』
の
伝
と
、
い
わ
ゆ
る
三
伝
と
の
具
体
的
関
係
は
不
明
で

あ
る
が
、
少
な
く
も
義
理
の
抽
出
に
力
点
を
置
く
『
公
羊
伝
』
や

『
穀
梁
伝
』
の
よ
う
な
伝
が
す
で
に
存
在
し
た
と
想
定
せ
ず
に
は
、

前
記
の
孟
子
の
発
言
は
理
解
で
き
な
い
（
注
20)o

し
た
が
っ
て
ど
ん
な
に
遅
く
て
も
、
前
三
三

0
年
頃
よ
り
前
に
、

儒
家
は
『
春
秋
』
を
自
分
達
の
経
典
と
見
な
し
、
さ
ら
に
『
春

秋
』
経
文
の
微
言
か
ら
孔
子
の
大
義
を
引
き
出
す
伝
を
作
っ
て
い

た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
平
勢
説
に
よ
れ
ば
、
三

伝
の
成
書
年
代
は
次
頁
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

平
勢
説
に
従
え
ば
、
前
三
三

0
年
頃
よ
り
前
に
成
立
し
た
可
能

性
が
残
る
の
は
『
公
羊
伝
』
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
差
し
当
た
り

『
公
羊
伝
』
に
的
を
絞
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
平
努
説
が
指
示

す
る
『
公
羊
』
の
成
書
年
代
の
幅
の
中
、
上
限
の
前
三
三
六
年
に

成
書
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
場
合
で
も
、
成
書
か
ら
僅
か
ニ
・
三
年
の

内
に
儒
家
に
横
取
り
さ
れ
、
斉
の
王
権
の
正
統
性
を
主
張
す
る
書

物
か
ら
、
孔
子
が
込
め
た
大
義
を
解
き
明
か
す
書
物
へ
と
、
性
格

が
全
く
別
方
向
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
こ
の
点
で

も
、
儒
家
及
び
孟
子
は
斉
の
国
家
的
仇
敵
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
る
に
孟
子
の
門
人
に
は
斉
の
出
身
者
が
多
く
、
そ
う
し
た
孟

子
学
派
を
宣
王
は
、
「
孟
子
は
斉
に
卿
為
り
」
「
我
は
国
の
中
に
孟

(14) 
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子
に
室
を
授
け
、
弟
子
を
養
う
に
万
鍾
を
以
て
す
」
（
『
孟
子
』
公

孫
丑
下
篇
）
と
ま
で
厚
遇
し
た
。
こ
れ
は
全
く
説
明
不
可
能
な
矛

盾
で
あ
ろ
う
。

平勢説による三伝の成立時期

前338…斉威宣王称王。
斉で鍮年称元法を初めて使用。

前337…この年以降、斉で『春秋』が
作られる。

前336・・・この年以降、斉で『公羊』が
作られる。

前326…韓称王。この年以降、韓で

『左伝』が作られる。

前323…中山称王。この年以降、
中山で『穀梁』が作られる。

前297…『穀梁』の下限。

前296・・・中山滅亡。

印春r
 

3
3
7
3
3
6
3
2
7
3
2
6
3
2
4
3
2
3
2
9
7
 

~
~
L
~
L
~
L
 

---------
＇ ＇ ＇ 10年間
＇ ＇ ---------' 

『公羊』

---------, 
， ， 

3年間， 
＇ ---------' 

『左伝』

---------, 
＇ ＇ 27年間
＇ 

｀ 
---------' 

『穀梁』

：片方の可能性を拡大すると、片方の可能性が縮小する。双方の可能性を消さず、
互いの可能性を保存する形で可能性の幅を表示すると、上図のようになる。

i前338年は、初めて蹄年称元法が使用されたとされる年であるから、『春秋』が
作られた期間からは除外すべきであり、最も早い想定でも前337年となる。

し
か
も
儒
家
が
『
春
秋
』
と
『
公
羊
伝
』
を
そ
の
成
立
直
後
に

横
取
り
し
、
書
物
の
性
格
を
儒
家
の
経
典
に
一
変
さ
せ
て
し
ま
え

ば
、
平
努
説
が
言
う
よ
う
に
、
そ
の
後
に
韓
が
『
左
氏
伝
』
を
、

中
山
が
『
穀
梁
伝
』
を
作
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
正
統
性
を
主

張
し
た
と
し
て
も
、
す
で
に
経
で
あ
る
『
春
秋
』
自
体
の
性
格
が
、

孔
子
の
正
義
を
記
す
儒
家
の
経
典
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

以
上
、
何
ら
の
効
果
を
も
発
揮
し
得
な
い
こ
と
と
な
る
。

そ
も
そ
も
斉
・
韓
・
中
山
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
み
が
唯
一

正
統
な
王
権
だ
と
主
張
し
合
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
時
期
、
す
な
わ

ち
『
春
秋
』
及
び
三
伝
が
王
権
正
統
化
理
論
と
し
て
の
本
来
の
機

能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
最
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
前

三
二

0
年
代
か
ら
前
三
一

0
年
代
に
、
儒
家
の
横
取
り
に
遭
っ
て
、

機
能
を
発
揮
す
る
暇
も
な
く
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ま
ま
、
各
国
が

そ
れ
を
座
視
・
黙
認
す
る
な
ど
と
い
う
事
態
は
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う

か
（
注
21)
。
も
し
儒
家
が
実
際
に
そ
う
し
た
所
業
を
働
い
た
と
す
れ

ば
、
こ
れ
ら
三
国
に
と
っ
て
、
儒
家
は
自
分
達
の
努
力
を
水
泡
に

帰
せ
し
め
た
大
罪
人
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
な
ぜ
孟

子
は
『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
を
吹
聴
し
な
が
ら
、
魏
・
斉
・
宋
・
膵
．

鄭
．
魯
の
間
を
、
こ
れ
ら
三
国
の
妨
害
を
全
く
受
け
ず
に
、
「
後
車

数
十
乗
、
従
者
数
百
人
、
以
て
諸
侯
に
伝
食
す
」
（
『
孟
子
』
膝
文

公
下
篇
）
と
い
っ
た
大
行
列
で
遊
説
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
孟
子
の
活
動
と
平
勢
説
と
は
、

(15) 
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平
努
氏
は
自
説
と
孟
子
の
活
動
と
の
矛
盾
に
気
づ
き
な
が
ら
も

図B と平勢説

前350・・・・ ・・・・・・・• 『春秋』

↑ 

前310・ ・・・・・・・・・・偏家が 『春秋』 を経典化。

前338 ーし平’抄説のーL限。
f l Cr前338年を除外すれば前337年）

前330……..…孟f、『春秋』孔子］［『作説を唱える。

I l 各王国が三伝を手段に正統抗争を屈鳳

前319--・ —孟子、魏の忠E と会見。

＊前319年を起点に、遡らせる各段階を10年と

仮定してある。

'""''""''"""'● "●● "'"''"'一"""''''''"''""'"'"'"'""""''''''""'"""'''""'""""""""'"""'''''" "'"''"""""""'"""''"'"'''" 

全
く
両
立
で
き
な
い
矛
盾
関
係
に
あ
る
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
。
孟

子
の
活
動
を
完
全
に
抹
殺
・
否
定
し
な
い
限
り
、
平
訊
JJ

説
は
決
し
て

成
り
立
た
な
い
が
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
全
く
不

pJ
能
で
あ
る
。

B
参
照
）

十
有
四
年
春
、
西
狩
獲
配
。

何
以
書
。
記
異
也
¢
何
異
紺
。
非
中
國
之
獣
也
。
然
則
執
狩

之
。
薪
采
者
也
。
薪
采
者
則
微
者
也
。
昴
鯰
以
狩
言
之
。
大

よ
う
。

『
孟
子
』
に
『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
が
記
述
さ
れ
て
い
た
た
め
、

孔
子
が
『
春
秋
』
を
作
っ
た
こ
と
は

n明
と
さ
れ
て
き
た
が
、

『
荀
子
』
は
『
春
秋
』
が
孔
子
の
作
だ
と
は
明
言
し
て
い
な
い
し
、

『
公
羊
伝
』
に
も
微
妙
な
表
現
が
あ
る
と
す
る
不
可
解
な
論
法
を

用
い
て
、
矛
盾
を
す
り
抜
け
よ
う
と
す
る
(it22)0

だ
が
こ
う
し
た
論
法
は
成
立
し
な
い
。
内
山
俊
彦
氏
の
考
証
に

よ
れ
ば
、
荀
子
は
前
三
―
四
年
頃
趙
に
生
ま
れ
、
前
二
六
五
年
頃

五
十
歳
で
斉
の
稜
下
に
行
き
、
前
二
三
三
年
頃
楚
の
間
陸
で
没
し

た
と
い
う
（
汁
zJ)

。
つ
ま
り
荀

f
が
活
励
し
た
の
は
、
前
三
世
紀
中

頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
時
期
で
、
孟
子
の
活
動
時
期
よ
り
は
、

明
ら
か
に

li
十
年
ほ
ど
遅
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
孟
子

よ
り
活
動
時
期
が
半
世
紀
も
遅
い
荀
子
が
、
『
春
秋
』
を
孔
子
の
作

だ
と
明
言
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
平
功
説
と
孟
子

の
活
励
と
の
矛
店
を
解
泊
す
る
論
拠
と
は
な
ら
な
い
。

ま
た
『
公
羊
伝
』
の
微
妙
な
表
現
云
々
も
、
前
記
の
矛
盾
を
解

硝
し
た
り
は
し
な
い
。
『
春
秋
』
の
最
後
の
記
事
は
、
哀
公
十
四
年

の
で
あ
る
。
『
公
羊
伝
』
の
そ
の
部
分
を
次
に
掲
げ
て
み

(16) 
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之
也
。
昂
為
大
之
。
為
獲
麟
大
之
。
昴
為
為
獲
麟
大
之
。
麟

者
仁
獣
也
。
有
王
者
則
至
、
無
王
者
則
不
至
。
有
以
告
者
日
、

有
薔
而
角
者
。
孔
子
曰
、
執
為
来
哉
、
執
為
来
哉
。
反
袂
拭

面
、
悌
油
抱
。
顔
淵
死
。
子
日
、
慮
、
天
喪
予
。
子
路
死
。

子
曰
‘
慮
、
天
祝
予
。
西
狩
獲
麟
゜
孔
子
曰
‘
吾
道
窮
芙
゜

春
秋
何
以
始
乎
隠
。
祖
之
所
逮
聞
也
。
所
見
異
僻
‘
所
聞
異

僻
、
所
偲
聞
異
僻
。
何
以
終
乎
哀
十
四
年
。
日
備
芙
。
君
子

昴
為
為
春
秋
゜
撥
胤
世
反
諸
正
、
莫
近
諸
春
秋
、
則
未
知
其

為
是
典
其
諸
君
子
柴
道
尭
舜
之
道
典
。
末
不
亦
柴
乎
亮
舜

之
知
君
子
也
。
制
春
秋
之
義
、
以
侯
後
聖
。
以
君
子
之
為
亦

有
築
乎
此
也
。

十
有
四
年
春
、
西
に
狩
し
て
麟
を
獲
た
り
。

何
を
以
て
書
す
る
や
。
異
を
記
せ
し
な
り
。
何
ぞ
異
と
す
る

や
。
中
国
の
獣
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
執
れ
か
之

を
狩
り
す
る
や
。
薪
采
の
者
な
り
。
薪
采
の
者
は
則
ち
微
な

る
者
な
り
。
昂
為
ぞ
狩
り
を
以
て
之
を
言
う
や
。
之
を
大
に

す
れ
ば
な
り
。
昂
為
ぞ
之
を
大
に
す
る
や
。
麟
を
獲
た
る
が

為
に
之
を
大
と
す
。
昴
為
ぞ
麟
を
獲
た
る
が
為
に
之
を
大
と

す
る
や
。
麟
は
仁
獣
な
れ
ば
な
り
。
王
者
有
ら
ば
則
ち
至
り
、

王
者
無
け
れ
ば
則
ち
至
ら
ず
。
以
て
告
ぐ
る
者
有
り
て
日
く
、

磨
に
し
て
角
あ
る
者
有
り
と
。
孔
子
日
く
、
執
為
ぞ
来
た
れ

る
や
、
執
為
ぞ
来
た
れ
る
や
と
。
袂
を
反
し
面
を
拭
い
て
、

悌
は
抱
を
油
す
。
顔
淵
死
す
。
子
日
く
、
暗
、
天
は
予
を
喪

ぼ
せ
り
と
。
子
路
死
す
。
子
日
く
、
應
、
天
は
予
を
祝
え
り

と
。
西
に
狩
し
て
麟
を
獲
た
り
。
孔
子
日
く
、
吾
が
道
窮
せ

り
と
。
春
秋
は
何
を
以
て
か
隠
に
始
ま
る
。
祖
の
逮
び
聞
け

る
所
な
れ
ば
な
り
。
見
る
所
は
辞
を
異
に
し
、
聞
く
所
は
辞

を
異
に
し
、
伝
え
聞
く
所
は
辞
を
異
に
す
。
何
を
以
て
か
哀

の
十
四
年
に
終
う
る
。
日
く
、
備
わ
れ
ば
な
り
。
君
子
は
昂

っ

く

お

さ

為
ぞ
春
秋
を
為
れ
る
や
。
乱
世
を
撥
め
、
諸
を
正
に
反
す
に
、

諸
の
春
秋
よ
り
近
き
は
莫
け
れ
ば
、
則
ち
未
だ
其
の
是
を
為

る
を
知
ら
ず
し
て
、
其
の
諸
君
子
と
発
舜
の
道
を
道
う
を
楽

し
ま
ん
か
。
亦
た
発
舜
の
君
子
を
知
る
を
楽
し
ま
ざ
る
こ
と

な末
き
な
り
。
春
秋
の
義
を
制
し
て
、
以
て
後
聖
に
侯
つ
。
ヰ

子
の
為
れ
る
も
亦
た
此
を
楽
し
む
こ
と
有
る
を
以
て
な
り
。

『
公
羊
伝
』
は
、
ま
ず
「
獲
麟
」
の
経
緯
に
つ
い
て
解
説
し
、

そ
れ
に
続
け
て
「
獲
麟
」
の
報
に
接
し
た
孔
子
の
悲
嘆
を
記
す
。

続
い
て
『
公
羊
伝
』
は
、
『
春
秋
』
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
体
裁
を
取

る
の
か
を
問
い
、
最
後
に
君
子
が
な
ぜ
『
春
秋
』
を
作
っ
た
の
か
、

そ
の
動
機
を
解
説
し
て
全
体
を
締
め
く
く
る
。
こ
う
し
た
構
成
か

ら
、
『
春
秋
』
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
君
子
と
は
、
そ
の
直
前
に
「
獲

麟
」
を
嘆
い
た
孔
子
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て
き
た
し
、
そ
う
し
た

解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
平
努
氏
自
身
も
認
め
て
い
る
（
注
24)o

(17) 
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郭
店
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
た
『
六
徳
』
の
原
著
は
、
上
述
し
た

よ
う
に
、
遅
く
も
前
三
四

0
年
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
前
三
四

0
年
頃
と
の
年
代
は
、
原
著
が
成
立
し
て

か
ら
墓
主
が
郭
店
写
本
を
入
手
す
る
ま
で
の
期
間
、
及
び
入
手
し

て
か
ら
下
葬
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
短
く
想
定
し
た
場
合
の
年
代

N 

し
た
が
っ
て
、
『
春
秋
』
の
作
者
を
孔
子
と
は
明
言
し
て
い
な
い
と

し
て
平
努
氏
が
問
題
に
す
る
『
公
羊
伝
』
哀
公
十
四
年
の
微
妙
な

表
現
も
、
平
努
説
と
孟
子
の
活
動
と
の
矛
盾
を
解
消
す
る
足
し
に

は
な
ら
な
い
。
問
題
は
あ
く
ま
で
も
、
平
努
説
と
孟
子
の
活
動
と

の
間
に
横
た
わ
る
矛
盾
な
の
で
あ
っ
て
、
い
か
に
も
意
味
あ
り
げ

に
『
荀
子
』
や
『
公
羊
伝
』
を
持
ち
出
し
て
み
て
も
、
そ
れ
で
矛

盾
が
解
消
さ
れ
た
り
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

上
述
し
た
孟
子
の
活
動
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
孟
子
が
郷
に
学

団
を
構
え
て
多
数
の
門
人
を
教
育
し
て
い
た
時
期
よ
り
前
に
、
す

な
わ
ち
前
三
三

0
年
を
か
な
り
遡
る
時
期
に
、
『
春
秋
』
と
伝
は
す

で
に
成
立
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
『
春
秋
』
は
孔
子
の
作
で
あ
り
、

儒
家
の
経
典
だ
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
点
は
、
郭
店
楚
簡
の
内
容
と
孟
子
の
活
動
を
総
合
的
に
検
討
す

る
方
法
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

孟
子
と
郭
店
楚
簡

で
あ
る
。
も
し
七
十
数
歳
で
死
亡
し
た
墓
主
が
、
二
十
歳
頃
に

『
六
徳
』
を
入
手
し
た
と
想
定
す
れ
ば
、
そ
の
書
写
年
代
は
前
三

五
0
年
頃
と
な
り
、
原
著
の
成
立
は
書
写
さ
れ
た
時
期
を
さ
ら
に

遡
っ
て
、
戦
国
前
期
（
前
四

0
三
年

S
前
三
四
三
年
）
の
前
三
七

0
年
頃
と
か
、
前
三
八

0
年
頃
と
な
る
。
そ
し
て
墓
主
が
五
十
歳

に
な
っ
て
か
ら
入
手
し
た
と
す
る
よ
り
は
、
二
十
歳
頃
と
想
定
す

る
方
が
よ
り
現
実
的
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
可
能
性
の
方
が
高
い

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
郭
店
楚
簡
の
儒
家
系
著
作
が
、
主
に
子
思
学
派
の
文
献
と

見
ら
れ
る
こ
と
も
、
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
六

徳
』
は
、
孟
子
に
先
行
す
る
子
思
学
派
の
文
献
と
見
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

子
思
学
派
と
孟
子
の
間
に
は
、
強
い
つ
な
が
り
が
存
在
す
る
。

司
馬
遷
は
孟
子
の
学
統
に
つ
い
て
、
「
孟
朝
は
闘
人
な
り
。
業
を
子

思
の
門
人
に
受
く
」
（
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
）
と
述
べ
る
。
荀

子
が
「
子
思
之
を
唱
え
、
孟
輌
之
に
和
す
」
「
是
れ
則
ち
子
思
．
孟

詞
の
罪
な
り
」
（
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
）
と
、
子
思
と
孟
子
を
同

系
統
の
学
派
と
見
な
し
て
批
判
す
る
現
象
も
、
『
史
記
』
の
記
述
を

裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
孟
子
が
唱
え
た
『
春
秋
』
孔

子
著
作
説
も
、
孟
子
が
初
め
て
言
い
始
め
た
の
で
は
な
く
、
先
行

す
る
子
思
学
派
の
主
張
の
継
承
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注

2
5
)
0

先
に
検
討
し
た
『
六
徳
』
の
内
容
も
、
や
は
り
そ
れ
を
傍
証
す

(18) 



3103 

る
。
『
六
徳
』
成
書
時
に
は
、
す
で
に
『
春
秋
』
は
、
詩
・
書
・
礼
・

楽
・
易
•
春
秋
と
い
っ
た
形
で
儒
家
の
経
典
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、
『
春
秋
』
が
孔
子
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か

っ
『
春
秋
』
経
文
の
微
言
か
ら
孔
子
の
大
義
を
引
き
出
す
伝
が
存

在
し
た
こ
と
を
も
物
語
る
。

孔
子
の
作
だ
と
し
な
け
れ
ば
、
『
春
秋
』
は
単
な
る
年
代
記
に
過

ぎ
ず
、
儒
家
が
そ
れ
を
経
典
視
し
て
尊
重
す
べ
き
接
点
が
ど
こ
に

も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
儒
家
が
魯
の
『
春
秋
』
を
入
手
し
て
、

そ
れ
を
孔
子
の
作
だ
と
偽
れ
ば
、
当
然
、
経
文
の
ど
こ
に
孔
子
の

正
義
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
説
明
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

そ
の
説
明
が
で
き
な
け
れ
ば
、
依
然
と
し
て
『
春
秋
』
は
た
だ
の

年
代
記
の
ま
ま
で
あ
り
、
孔
子
が
『
春
秋
』
に
筆
削
を
加
え
て
、

在
る
べ
き
正
義
を
込
め
た
と
す
る
前
提
そ
の
も
の
が
崩
れ
て
し
ま

う
。
『
春
秋
』
が
孔
子
の
作
で
あ
り
、
儒
家
の
経
典
で
あ
る
た
め
に

は
、
微
言
か
ら
大
義
を
引
き
出
す
伝
の
存
在
が
不
可
欠
な
の
で
あ

る。
と
す
れ
ば
、
『
六
徳
』
の
中
で
『
春
秋
』
が
儒
家
の
経
典
と
さ
れ

て
い
る
以
上
、
『
六
徳
』
が
書
か
れ
る
以
前
か
ら
、
『
春
秋
』
は
孔

子
の
作
と
さ
れ
、
な
お
か
つ
伝
を
伴
っ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
孟
子
に
先
行
す
る
子
思
学
派
の
段
階
で
、

す
で
に
『
春
秋
』
が
そ
う
し
た
扱
い
を
受
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

子
思
の
門
人
に
学
ん
だ
孟
子
も
、
そ
の
考
え
を
受
け
継
い
で
、

『
春
秋
』
孔
子
著
作
説
を
唱
え
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
か
ら
も
、
孟
子
以
前
に
『
春
秋
』
が
儒
家
の
経
典
と
し

て
成
立
し
て
い
た
の
は
確
実
で
、
『
春
秋
』
は
斉
の
王
権
正
統
化
理

論
と
し
て
、
早
く
て
も
前
三
三
八
年
以
降
に
斉
の
威
宣
王
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
と
す
る
平
努
説
は
全
く
成
り
立
つ
余
地
が
な
い
。

（図
C
参
照
）

そ
れ
で
は
次
に
、
『
春
秋
』
が
『
孟
子
』
を
除
く
先
秦
の
諸
書
に

ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。

(
1
)
今
孔
子
博
於
詩
書
、
察
於
證
築
、
詳
於
萬
物
。

（
『
墨
子
』
公
孟
篇
）

(
2
)
易
所
以
會
天
道
人
道
也
・
春
秋
所
以
會
古
今
之
事
也
。

（
『
語
叢
』
一
）

(
3
)
詩
言
是
其
志
也
。
書
言
是
其
事
也
。
證
言
是
其
行
也
。
柴
言

是
其
和
也
。
春
秋
言
是
其
微
也
。
（
『
荀
子
』
儒
効
篇
）

(
4
)
丘
治
詩
書
證
築
易
春
秋
六
鰹
、
自
以
為
久
芙
。
執
知
其
故
芙
゜

（
中
略
）
夫
六
経
、
先
王
之
陳
迩
也
。
（
『
荘
子
』
天
運
篇
）

(
5
)
詩
以
導
志
、
書
以
導
事
、
證
以
導
行
、
築
以
導
和
、
易
以
導

陰
陽
、
春
秋
以
導
名
分
。
（
『
荘
子
』
天
下
篇
）

(
6
)
孔
子
曰
、
入
其
國
、
其
教
可
知
也
。
其
為
人
也
温
柔
敦
厚
‘

詩
教
也
。
疎
通
知
遠
、
書
教
也
。
廣
博
易
良
、
柴
教
也
。
緊

静
精
微
、
易
教
也
。
恭
倹
旺
敬
、
證
教
也
。
隠
僻
比
事
、
春

(19) 
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図c 孟子・『六徳』と平勢説

前400以前……『春秋』成書。

前380頃……••儒家が『春秋』を経典化。伝が作られる。

前360頃…………・1
前355頃………孟子、子思の門人に学び始める。 『六徳』成書：

前340頃………孟子、郷に学団を形成。

戸 書 平勢説の上限。早くても前338年以降。

斉の威宣王が王権正統化理論として作る。

（約30年）

前330頃………孟子、自己の思想を形成し終える。

『春秋』孔子著作説を唱える。

前319………孟子、魏の恵王と会見。

前318………恵王死去。襄王に失望。孟子、魏を去る。

前317………孟子、斉の宣王と会見。客卿となる。

前312………宣王と対立。孟子、斉を退去。

以後、宋•膵・膝・都・魯に滞在。

前305頃……孟子、遊説活動を引退。著述に専念。

．．
 

｀
 

[

手

i

入
．
 

．
 .n
 

i

徳

一
六p

り
U

．
 

前300………郭店一号楚墓造営。この頃、孟子死す。

（約30年）

衣墓主が40歳頃『六徳』を入手したと仮定してある。

また郭店写本から原著の成立までを、 30年と仮定してある。

(20) 
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(
1
)
の
『
墨
子
』
公
孟
篇
の
記
述
は
、
儒
者
の
公
孟
子
が
墨
子

に
向
か
っ
て
、
「
昔
、
聖
王
の
列
す
る
や
、
上
聖
は
立
て
て
天
子
と

為
し
、
其
の
次
は
立
て
て
卿
・
大
夫
と
為
す
。
今
、
孔
子
は
詩
書
に

博
く
、
礼
楽
に
察
ら
か
に
、
万
物
に
詳
ら
か
な
り
。
若
し
孔
子
を

し
て
聖
王
に
当
た
ら
し
め
ば
、
則
ち
登
に
孔
子
を
以
て
天
子
と
為

さ
ざ
ら
ん
や
」
と
語
る
文
脈
の
中
に
登
場
す
る
。
こ
れ
を

(
4
)
の

『
荘
子
』
天
運
篇
の
内
容
と
比
較
す
る
と
、
『
易
』
と
『
春
秋
』
の

名
が
見
え
ず
、
礼
楽
を
礼
経
・
楽
経
の
意
味
に
理
解
し
た
場
合
で
も
、

六
経
の
内
の
四
経
し
か
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
墨
子
が
活
動
し
て
い
た
前
五
世
紀
後
半
の
あ
る
時
期
ま
で

は
、
詩
と
書
の
二
経
、
な
い
し
詩
・
書
・
礼
・
楽
の
四
経
に
と
ど
ま
っ

て
い
て
、
そ
の
後
易
と
春
秋
が
追
加
さ
れ
て
六
経
に
な
っ
た
可
能

性
が
高
い
。

注
目
す
べ
き
は
、
公
孟
子
が
詩
・
書
・
礼
・
楽
の
名
を
挙
げ
た
の
ち
、

孔
子
は
万
物
に
も
博
識
だ
っ
た
と
述
べ
る
点
で
あ
る
。
六
経
の
順

序
か
ら
す
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
部
分
が
易
と
春
秋
の
位
置
に
該

当
す
る
。

さ
て

(
2
)
の
『
語
叢
』
一
に
は
、
「
易
は
天
道
と
人
道
を
会
む
る

所
以
な
り
」
と
か
、
「
春
秋
は
古
今
の
事
を
会
む
る
所
以
な
り
」
と

い
っ
た
記
述
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
易
』
は
天
道
と
人
道
を
網

秋
教
也

（
『
礼
記
』
経
解
篇
）

羅
す
る
た
め
の
経
典
で
あ
り
、
『
春
秋
』
は
古
今
の
出
来
事
を
網
羅

す
る
た
め
の
経
典
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
孔
子
は
万
物
に
も

博
識
だ
っ
た
と
す
る
公
孟
子
の
発
言
が
、
孔
子
が
『
易
』
と
『
春

秋
』
に
精
通
し
て
い
た
と
の
意
味
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
上
述
し
た

『
易
』
と
『
春
秋
』
の
性
格
か
ら
し
て
、
確
か
に
孔
子
は
、
『
易
』

と
『
春
秋
』
を
通
じ
て
万
物
に
博
識
だ
っ
た
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
公
孟
子
は
直
接
『
易
』
と
『
春

秋
』
の
名
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
か
と
の
疑
問
が
残
る
。

そ
こ
で
も
う
―
つ
の
可
能
性
を
も
想
定
し
て
置
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
公
孟
子
の
時
代
に
は
、
ま
だ
『
易
』
と
『
春
秋
』
は
経
典
化

さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
万
物
に
詳
ら
か
」
な
る
評
言
も
、
『
易
』
と

『
春
秋
』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
見
方
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
公
孟
子
は
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
、
孔
子
は
「
万
物
に

詳
ら
か
」
だ
っ
た
と
強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

公
孟
子
の
発
言
は
、
孔
子
に
は
聖
王
か
ら
禅
譲
さ
れ
て
天
子
に

な
る
資
格
が
完
備
し
て
い
た
と
す
る
点
に
、
そ
の
意
図
が
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
公
孟
子
は
、
「
万
物
に
詳
ら
か
」
で
あ
る
こ
と
が
、
王

者
と
な
る
た
め
の
必
要
条
件
だ
と
理
解
し
て
い
た
た
め
に
、
こ
と

さ
ら
そ
の
点
を
強
調
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
最
古
の
帝
王
と
さ
れ
る
伏
義
は
、
「
是
に
於
て
始
め
て
八
卦

を
作
り
、
以
て
神
明
の
徳
に
通
じ
、
以
て
万
物
の
情
を
類
す
」

（
『
易
』
繋
辞
伝
下
）
と
、
天
地
・
万
物
に
あ
ま
ね
く
通
暁
し
て
、

(21) 
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『
易
』
の
八
卦
を
制
作
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
伝
説
上
の

帝
王
で
あ
る
黄
帝
も
ま
た
、
「
黄
帝
は
能
＜
百
物
に
成
名
し
て
、
以

て
民
を
明
に
し
財
を
共
に
す
」
（
『
国
語
』
魯
語
上
）
と
か
、
「
黄

帝
は
星
歴
を
考
定
し
、
五
行
を
建
立
し
、
消
息
を
起
こ
し
、
閏
余

を
正
す
」
（
『
史
記
』
歴
書
）
と
、
陰
陽
の
変
化
を
観
察
し
て
暦
法

を
発
明
し
、
あ
ま
ね
く
万
物
に
命
名
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
『
商
君

書
』
農
戦
篇
も
こ
う
し
た
観
念
を
下
敷
き
に
、
「
聖
人
・
明
君
は
、

能
＜
其
の
万
物
を
尽
く
す
に
は
非
ざ
る
な
り
。
万
物
の
要
を
知
る

な
り
」
と
記
し
、
同
じ
く
『
中
庸
』
も
、
「
諸
を
鬼
神
に
質
し
て
疑

う
こ
と
無
き
は
、
天
を
知
れ
ば
な
り
。
百
世
以
て
聖
人
を
侯
ち
て

惑
わ
ざ
る
は
、
人
を
知
れ
ば
な
り
」
と
か
、
「
大
な
る
か
な
聖
人
の

い
た

道
、
洋
洋
乎
と
し
て
万
物
を
発
育
し
、
峻
き
こ
と
天
に
極
る
」
と

述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
地
・
万
物
に
通
暁
し
、
天
と
人
を
会
通
し
て
文
明

を
創
始
す
る
者
こ
そ
、
聖
人
で
あ
り
王
者
で
あ
る
と
の
観
念
を
引

き
ず
り
な
が
ら
、
孔
子
に
王
者
の
資
格
を
与
え
よ
う
と
す
れ
ば
、

孔
子
も
当
然
「
万
物
に
詳
ら
か
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
孟

子
の
発
言
の
真
意
を
こ
う
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
場
合
は
、
最
初
に
孔
子
は
「
万
物
に

詳
ら
か
」
だ
っ
た
と
宣
伝
す
る
必
要
が
生
じ
、
次
い
で
そ
れ
を
裏

づ
け
る
た
め
に
、
孔
子
が
『
易
』
と
『
春
秋
』
に
通
じ
て
い
た
と

す
る
主
張
が
為
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
『
易
』
と
『
春
秋
』
が

経
典
中
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
注
26)o

(
3
)
の
『
荀
子
』
儒
効
篇
は
、
『
易
』
を
除
く
五
経
の
性
格
を
解

説
す
る
文
章
で
あ
る
。
「
春
秋
は
是
れ
其
の
微
を
言
う
な
り
」
と
の

評
言
は
、
も
と
よ
り
『
春
秋
』
に
は
孔
子
の
微
言
大
義
が
込
め
ら

れ
て
い
る
と
の
前
提
に
立
つ
も
の
で
、
『
春
秋
』
を
孔
子
の
作
と
し
、

伝
に
よ
っ
て
経
文
の
微
言
か
ら
孔
子
の
正
義
を
抽
出
す
る
春
秋
学

の
基
本
構
造
が
、
荀
子
の
時
代
以
前
に
す
で
に
確
立
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

(
4
)
の
『
荘
子
』
天
運
篇
は
、
孔
子
と
老
子
の
問
答
に
仮
託
し

て
、
孔
子
を
椰
楡
す
る
文
脈
の
中
の
一
節
で
あ
る
。
孔
子
は
、
年

季
を
入
れ
て
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の
六
経
を
習
得
し
た
の
に
、

ど
こ
の
国
の
君
主
も
全
く
自
分
を
登
用
し
て
く
れ
な
か
っ
た
と
、

老
子
に
向
か
っ
て
ぼ
や
く
。
孔
子
に
こ
う
し
た
発
言
を
さ
せ
る
以

上
、
荘
周
後
学
が
天
運
篇
を
著
作
し
た
時
代
、
す
な
わ
ち
戦
国
後

期
（
前
二
八
一
年

S
前
ニ
ニ
ニ
年
）
に
は
、
す
で
に
六
経
な
る
総

称
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
孔
子
の
ぼ
や
き
に
対
し

て
老
子
は
、
「
夫
れ
六
経
は
、
先
王
の
陳
迩
な
り
」
と
し
た
上
で
、

先
王
の
足
跡
に
過
ぎ
な
い
六
経
に
い
く
ら
習
熟
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
足
跡
が
靴
に
は
な
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
で
あ
ん
た
が
先
王

に
な
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
、
冷
た
く
突
き
放
す
。

こ
う
し
た
寓
話
の
構
成
は
、
『
春
秋
』
を
含
む
六
経
が
、
戦
国
後

期
以
前
か
ら
先
王
の
教
え
を
記
す
書
物
と
し
て
、
儒
家
の
経
典
と

(22) 
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さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
明
瞭
に
指
し
示
し
て
い
る
。

(
5
)
の
『
荘
子
』
天
下
篇
は
、
六
経
の
性
格
を
解
説
す
る
文
章

で
、
詩
・
書
・
礼
・
楽
の
四
経
に
関
し
て
は
、
説
明
の
仕
方
が

(
3
)
と

全
く
一
致
す
る
。
『
春
秋
』
の
説
明
だ
け
が
『
荀
子
』
と
違
っ
て
い

る
が
、
「
春
秋
は
以
て
名
分
を
導
う
」
と
の
評
言
は
、
厳
重
な
名
分

論
を
展
開
す
る
『
公
羊
伝
』
や
『
穀
梁
伝
』
の
性
格
と
合
致
し
て

お
り
、
天
下
篇
が
書
か
れ
た
戦
国
後
期
以
前
に
、
伝
に
よ
っ
て
経

文
か
ら
孔
子
の
大
義
名
分
論
を
引
き
出
す
春
秋
学
の
基
本
構
造
が
、

す
で
に
確
立
し
て
い
た
状
況
を
明
示
す
る
（
注
2
7
)
0

(
6
)
の
『
礼
記
』
経
解
篇
も
孔
子
の
口
を
借
り
て
、

(
5
)
と
同

あ
っ

じ
く
六
経
の
性
格
を
解
説
す
る
。
「
辞
を
属
め
て
事
を
比
ぶ
る
は
、

春
秋
の
教
え
な
り
」
と
の
評
言
は
、
相
互
に
記
事
を
比
較
し
て
、

そ
こ
に
見
え
る
筆
法
の
差
異
か
ら
孔
子
の
褒
貶
の
意
図
を
探
る
、

『
公
羊
伝
』
や
『
穀
梁
伝
』
の
解
釈
方
法
を
踏
ま
え
る
も
の
で
、

経
解
篇
の
成
立
以
前
に
、
春
秋
学
の
基
本
構
造
が
確
立
し
て
い
な

け
れ
ば
、
決
し
て
出
て
こ
な
い
説
明
で
あ
る
。
『
礼
記
』
諸
篇
は
、

郭
店
楚
簡
中
に
『
礼
記
』
の
細
衣
篇
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
示

唆
す
る
よ
う
に
、
概
ね
戦
国
期
の
儒
家
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る

（注
28)°

そ
こ
で
経
解
篇
の
成
立
時
期
も
戦
国
期
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

以
上
、
『
孟
子
』
を
除
く
戦
国
期
の
文
献
の
中
で
、
『
春
秋
』
が

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

(
3
)

＞
 

『
春
秋
』
及
び
三
伝
は
宣
伝
手
段
と
な
り
得
る
か

か
ら

(
6
)
ま
で
の
資
料
が
、
い
ず
れ
も
春
秋
学
の
基
本
構
造
の
確

立
を
前
提
に
記
述
さ
れ
て
い
る
状
況
を
確
認
で
き
た
。
こ
れ
と
前

述
し
た
孟
子
の
活
動
や
『
六
徳
』
の
内
容
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、

戦
国
期
に
お
い
て
、
『
春
秋
』
が
終
始
一
貫
し
て
孔
子
が
微
言
大
義

を
込
め
た
儒
家
の
経
典
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
疑
う
余

地
が
な
い
（
注
29)
。
各
文
献
が
成
立
時
期
を
異
に
し
、
ま
た
著
作
し

た
学
派
を
異
に
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
『
春

秋
』
の
性
格
は
常
に
一
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
時
代
の
思
想

家
が
、
『
春
秋
』
の
性
格
を
斉
の
王
権
正
統
化
理
論
と
理
解
し
た
痕

跡
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
想
界
の
全
般
的
状
況
か
ら
も
、

平
努
説
は
到
底
成
立
不
可
能
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

平
勢
説
は
、
前
三
三
八
年
に
斉
の
威
宣
王
が
初
め
て
称
王
し
た

の
ち
、
魏
・
韓
・
秦
・
趙
．
燕
・
中
山
・
宋
が
相
次
い
で
称
王
し
た
時
期
、

各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
王
権
の
み
が
唯
一
正
統
な
王
権
で
あ
り
、

自
国
の
王
の
み
が
唯
一
の
天
子
で
あ
る
と
主
張
し
合
っ
た
の
で
あ

り
、
並
存
す
る
正
統
は
相
互
に
国
家
同
士
の
正
統
抗
争
を
繰
り
返

し
た
と
説
く
。

そ
し
て
あ
る
正
統
が
史
書
を
作
れ
ば
、
別
の
正
統
は
そ
の
史
書

を
否
定
し
変
形
す
べ
く
、
別
の
史
書
や
書
物
を
作
り
出
し
た
の
で

(23) 



3108 

あ
り
、
『
春
秋
』
と
『
公
羊
伝
』
は
斉
が
、
『
左
氏
伝
』
は
韓
が
、

『
穀
梁
伝
』
は
中
山
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
正
統
を
主
張
し
、
他

国
の
王
権
の
正
統
性
を
否
定
す
る
目
的
で
作
っ
た
史
書
で
あ
る
と

も
説
く
。

は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
行
為
が
、
現
実
に
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
戦
国
期
の
各
王
国
が
、
他
国
に
向
け
て
自
国
の
正
統
性

を
主
張
し
た
い
と
願
っ
た
と
す
れ
ば
、
架
空
の
系
図
話
を
捏
造
し

て
、
血
統
の
優
位
性
を
誇
る
の
が
、
最
も
効
果
的
な
宣
伝
手
段
で

あ
っ
た
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
平
努
説
は
、
韓
氏
・
魏
氏
・
趙
氏
や
、
斉

の
田
氏
な
ど
は
、
身
分
が
低
す
ぎ
て
、
血
統
を
利
用
し
た
正
統
性

の
主
張
が
不
可
能
だ
っ
た
の
だ
と
述
べ
る
（
注
30)0

だ
が
君
主
の
地
位
を
獲
得
し
た
権
力
者
が
、
血
統
を
嵩
上
げ
し

て
権
威
を
高
め
よ
う
と
意
図
す
る
場
合
、
出
自
の
低
さ
が
致
命
的

障
害
と
な
っ
て
、
企
て
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ
た
事
態

は
、
現
実
に
は
存
在
し
な
い
。
蜀
の
劉
備
（
注
31)
や
豊
臣
秀
吉
（
注
32)

の
よ
う
に
、
権
力
者
が
出
自
の
粉
飾
を
意
図
す
れ
ば
、
系
図
を
偽

っ
た
り
、
聖
誕
伝
説
を
捏
造
し
た
り
し
て
、
高
貴
な
祖
先
の
末
裔

で
あ
る
か
の
よ
う
に
箔
付
け
す
る
行
為
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
実

際
儒
家
も
そ
の
手
を
使
っ
て
、
一
介
の
庶
人
に
過
ぎ
ぬ
孔
子
を
、

ま
ん
ま
と
殷
の
湯
王
の
子
孫
に
祭
り
上
げ
て
い
る
（
注
33)o

韓
氏
・
魏
氏
・
趙
氏
な
ど
は
、
そ
も
そ
も
一
介
の
庶
人
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
疸
氏
・
中
行
氏
・
知
伯
氏
と
と
も
に
晋
国
を
分
割
統

治
し
た
六
卿
の
家
柄
で
あ
り
、
田
氏
も
ま
た
陳
の
属
公
を
祖
と
す

る
斉
の
有
力
貴
族
の
家
柄
で
、
「
陳
の
胡
公
満
な
る
者
は
、
虞
帝
舜

の
後
な
り
」
（
『
史
記
』
陳
杞
世
家
）
と
、
陳
は
舜
の
末
裔
を
称
し

て
い
た
。
こ
の
程
度
の
身
分
が
元
手
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、

血
統
の
偽
装
は
充
分
に
可
能
だ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
た
が
っ
て
戦
国
期
の
王
権
が
、
出
自
の
低
さ
ゆ
え
に
血
統
の

粉
飾
と
い
っ
た
手
段
を
断
念
し
て
、
史
書
に
よ
る
正
統
化
の
方
策

を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
説
明
は
、
全
く
成
り

立
た
な
い
。

ま
た
平
努
説
が
説
く
よ
う
に
、
国
家
同
士
の
正
統
抗
争
が
繰
り

返
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
称
王
し
た
各
国
は
、
王
号
を
称
す
る

他
国
に
対
し
て
、
強
力
で
明
快
な
宣
伝
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
は
た
し
て
『
春
秋
』
や
三
伝
は
、
そ
う
し
た
手

段
と
し
て
機
能
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

平
努
説
は
『
春
秋
』
や
三
伝
の
限
ら
れ
た
箇
所
か
ら
、
他
国
の

正
統
性
を
否
定
し
て
自
国
の
正
統
性
を
主
張
す
る
論
理
を
見
出
そ

う
と
す
る
。
だ
が
そ
の
論
法
は
、
公
羊
の
経
師
も
顔
負
け
の
牽
強

付
会
で
あ
っ
て
、
過
去
二
千
三
百
年
の
間
に
、
『
春
秋
』
や
三
伝
を

平
努
説
の
よ
う
に
解
釈
し
た
人
間
は
一
人
も
い
な
い
。
誰
一
人
そ

の
よ
う
に
解
釈
で
き
な
か
っ
た
文
献
を
、
国
家
の
命
運
を
賭
け
た

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
到
底
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
、
他
の
王
国
の
正
統
性
を
否
定
し
て
、
自
分
だ

(24) 
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け
が
唯
一
正
統
な
天
子
で
あ
る
と
主
張
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
国
外

に
向
け
て
強
力
で
明
快
な
宣
伝
工
作
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
る
に
、
『
春
秋
』
自
体
は
全
く
の
微
言
の
書
で
あ
っ
て
、
微
言

を
解
き
明
か
す
伝
を
用
い
ず
に
は
、
そ
こ
か
ら
何
の
主
張
も
抽
出

で
き
な
い
代
物
で
あ
る
。

し
か
る
に
平
努
説
に
至
っ
て
は
、
『
春
秋
』
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ

ら
に
『
公
羊
伝
』
『
左
氏
伝
』
『
穀
梁
伝
』
の
三
伝
の
中
に
、
王
権

正
統
化
理
論
の
微
言
構
造
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
三
伝

も
ま
た
、
『
春
秋
』
を
凌
ぐ
微
言
の
書
と
な
り
、
『
春
秋
』
の
み
で

は
意
味
を
成
さ
ぬ
の
と
同
様
に
、
単
に
三
伝
が
存
在
し
た
だ
け
で

は
皆
目
意
味
不
明
で
、
平
勢
氏
の
解
説
、
す
な
わ
ち
三
伝
に
対
す

る
平
努
伝
を
侯
た
な
け
れ
ば
、
何
人
も
そ
の
真
意
を
理
解
で
き
な

い
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
国
に
向
け
て
強
力
で
明
快
な
宣
伝
工
作
を

展
開
し
よ
う
と
し
た
国
家
権
力
が
、
そ
れ
を
誰
に
も
理
解
で
き
な

い
迂
遠
な
微
言
の
書
を
使
っ
て
行
う
と
い
う
の
は
、
常
識
で
は
全

く
理
解
し
が
た
い
。

ま
た
平
努
説
の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
斉
の
威
宣
王
は
、
『
公
羊

伝
』
の
微
言
構
造
か
ら
斉
の
王
権
正
統
化
理
論
を
引
き
出
し
、
そ

れ
を
宣
伝
手
段
と
し
て
講
説
す
る
た
め
の
解
釈
、
『
公
羊
伝
』
の
伝

を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
単
に
『
公
羊
伝
』
が

存
在
し
た
だ
け
で
は
、
そ
こ
か
ら
斉
の
王
権
正
統
化
理
論
を
抽
出

す
る
の
は
不
可
能
で
、
平
努
説
と
全
く
同
じ
内
容
を
持
つ
伝
の
存

在
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。
だ
が
斉
の
威
宣
王
が
そ
う
し
た
伝
を

作
っ
た
痕
跡
は
、
当
然
な
が
ら
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
韓
や
中
山
に
関
し
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
も
し

平
努
説
の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
韓
の
朝
廷
は
『
左
氏
伝
』
の
微
言

構
造
か
ら
韓
の
王
権
正
統
化
理
論
を
引
き
出
し
て
、
そ
れ
を
宣
伝

手
段
と
し
て
講
説
す
る
た
め
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
平
努
説
と
全
く

同
じ
内
容
を
持
つ
『
左
氏
伝
』
の
伝
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

同
様
に
中
山
も
、
『
穀
梁
伝
』
の
微
言
構
造
か
ら
中
山
の
王
権
正

統
化
理
論
を
引
き
出
し
て
、
そ
れ
を
宣
伝
手
段
と
し
て
講
説
す
る

た
め
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
平
勢
説
と
全
く
同
じ
内
容
を
持
つ
『
穀

梁
伝
』
の
伝
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
ん

な
も
の
が
存
在
し
た
痕
跡
は
、
も
と
よ
り
皆
無
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
斉
・
韓
・
中
山
の
三
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
『
公
羊
伝
』
と
そ
の
伝
、
『
左
氏
伝
』
と
そ
の
伝
、

『
穀
梁
伝
』
と
そ
の
伝
を
作
り
、
国
家
の
存
在
証
明
を
賭
け
て
、

相
互
に
大
々
的
な
宣
伝
合
戦
を
展
開
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
宣
伝

活
動
及
び
国
家
間
の
論
争
は
、
必
ず
や
戦
国
期
の
文
献
中
に
記
録

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
戦
国
期
の
文
献
の
ど
こ
を
探
し

て
も
、
そ
う
し
た
記
述
は
存
在
せ
ず
、
前
述
の
よ
う
に
『
春
秋
』

は
、
一
貫
し
て
孔
子
の
正
義
を
込
め
た
儒
家
の
経
典
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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不
可
解
な
の
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
斉
・
韓
・
中
山
の
三
国
は
、

そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
正
統
性
を
主
張
す
る
手
段
と
し
て
、
な
ぜ
魯
の

年
代
記
で
あ
る
『
春
秋
』
と
、
魯
の
『
春
秋
』
を
経
文
と
仰
ぐ
三

伝
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
努
説
は
、
文
・
武
・
成
・
宣
と
移

行
す
べ
き
正
統
継
承
の
観
念
が
当
時
存
在
し
、
そ
の
構
造
を
備
え

て
い
た
の
は
魯
の
『
春
秋
』
だ
け
だ
っ
た
か
ら
だ
と
説
明
す
る
が

（注
34)
、
こ
れ
ま
た
公
羊
の
経
師
を
凌
ぐ
こ
じ
つ
け
に
過
ぎ
な
い
。

上
述
し
た
よ
う
に
孟
子
は
、
「
王
者
の
迩
想
み
て
詩
亡
び
、
詩
亡

び
て
春
秋
作
る
。
晋
の
乗
、
楚
の
梼
机
‘
魯
の
春
秋
は
一
な
り
。

其
の
事
は
則
ち
斉
桓
．
晋
文
、
其
の
文
は
則
ち
史
」
（
『
孟
子
』
離

婁
下
篇
）
と
、
晋
・
楚
．
魯
三
国
に
史
官
の
手
に
成
る
年
代
記
が
存

在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
『
墨
子
』
明
鬼
下
篇
は
、
「
著
し

て
燕
の
春
秋
に
在
り
」
「
著
し
て
宋
の
春
秋
に
在
り
」
「
著
し
て
斉

の
春
秋
に
在
り
」
「
著
し
て
周
の
春
秋
に
在
り
」
と
、
燕
・
宋
・
斉
・

周
に
も
そ
れ
ぞ
れ
「
春
秋
」
な
る
年
代
記
が
存
在
し
た
と
明
言
し
、

さ
ら
に
「
著
し
て
燕
の
春
秋
に
在
り
。
諸
侯
は
伝
え
て
之
を
語
り

て
日
く
、
凡
そ
不
寧
を
殺
す
者
は
、
其
れ
不
祥
を
得
る
」
と
か
、

「
著
し
て
周
の
春
秋
に
在
り
。
君
為
る
者
は
以
て
其
の
臣
に
教
え
、

い
ま
し

父
為
る
者
は
以
て
其
の
子
を
撒
め
て
日
く
、
之
を
戒
め
よ
、
之
を

慎
め
よ
。
凡
そ
不
睾
を
殺
す
者
は
、
其
れ
不
祥
を
得
る
」
と
、
そ

れ
が
諸
侯
の
間
に
流
布
し
て
、
臣
下
や
子
弟
を
教
戒
す
る
教
材
に

使
用
さ
れ
た
と
も
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
春
秋
か
ら
戦
国
期
に
か

け
て
、
年
代
記
が
各
国
で
作
ら
れ
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

も
し
称
王
し
た
各
国
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
史

書
の
制
作
を
手
段
に
自
国
の
正
統
性
を
主
張
し
た
と
す
れ
ば
、
自

国
の
年
代
記
こ
そ
が
、
依
拠
す
べ
き
唯
一
の
史
書
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斉
・
韓
・
中
山
が
そ
ろ
っ
て
他
国
で
あ

る
魯
の
『
春
秋
』
と
、
そ
れ
を
経
文
と
仰
ぐ
三
伝
を
用
い
て
自
国

の
王
権
の
正
統
性
を
主
張
し
た
と
い
う
の
は
、
全
く
理
解
し
が
た

。ヽ
l
>
 韓

王
が
史
書
を
制
作
し
て
自
国
の
正
統
性
を
主
張
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
孟
子
が
言
う
「
晋
の
乗
」
を
利
用
し
、
そ
れ
を
自
国
に
有

利
な
よ
う
に
改
蹴
す
る
の
が
、
最
も
効
果
的
な
方
法
と
な
る
。
同

じ
く
斉
王
が
そ
う
し
た
事
業
を
意
図
す
れ
ば
、
『
墨
子
』
が
言
う

「
斉
の
春
秋
」
を
利
用
す
る
の
が
、
当
然
の
方
策
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。
史
書
の
制
作
を
手
段
に
他
国
の
正
統
性
を
否
定
し
、
自
国

の
み
が
唯
一
正
統
な
王
権
だ
と
主
張
し
合
っ
て
、
激
し
い
正
統
抗

争
を
繰
り
返
す
の
に
、
換
言
す
れ
ば
、
最
も
排
他
的
で
国
粋
主
義

的
な
行
動
を
起
こ
す
と
き
に
、
何
が
悲
し
く
て
自
前
の
史
書
を
放

棄
し
、
わ
ざ
わ
ざ
魯
の
『
春
秋
』
と
三
伝
を
借
用
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
不
可
解
の
極
み
で
あ
る
。

平
努
説
の
不
可
解
さ
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
も
し
平
努
説

の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
斉
は
『
公
羊
伝
』
と
そ
の
伝
の
、
韓
は

(26) 
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『
左
氏
伝
』
と
そ
の
伝
の
、
中
山
は
『
穀
梁
伝
』
と
そ
の
伝
の
写

本
を
、
そ
れ
ぞ
れ
国
費
を
支
出
し
て
大
量
に
作
っ
た
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
史
書
の
制
作
を
手
段
に
正
統
抗
争
を

繰
り
広
げ
る
以
上
、
宣
伝
工
作
の
鍵
を
握
る
史
書
の
テ
キ
ス
ト
は

最
大
の
武
器
で
あ
り
、
そ
の
頒
布
と
普
及
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家

が
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
事
業
と
な
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
テ
キ
ス
ト
の
大
量
頒
布
だ
け
で
は
事
は
済
ま
ず
、
さ
ら
に

そ
の
テ
キ
ス
ト
に
精
通
し
て
、
自
国
の
正
統
性
を
講
釈
し
て
回
る

遊
説
部
隊
を
組
織
す
る
必
要
も
生
じ
て
く
る
（
注
3
5
)
0

し
か
る
に
、
ま
ず
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
言
え
ば
、
三
伝
の
そ
の

ま
た
伝
な
ど
は
、
も
と
よ
り
影
も
形
も
な
い
。
『
公
羊
伝
』
と
『
穀

梁
伝
』
で
す
ら
、
久
し
く
経
師
と
弟
子
の
間
の
口
伝
と
し
て
の
み

伝
承
さ
れ
、
『
公
羊
伝
』
が
竹
吊
に
記
さ
れ
て
成
書
化
さ
れ
た
の
は
、

「
其
の
説
は
口
授
し
て
相
伝
う
る
も
、
漢
に
至
り
て
公
羊
氏
及
び

弟
子
胡
母
生
は
、
乃
ち
始
め
て
竹
吊
に
記
す
」
（
何
休
『
公
羊
解

詰
』
隠
公
二
年
注
）
と
、
前
漢
景
帝
期
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
さ
れ

る
。
『
穀
梁
伝
』
が
成
書
化
さ
れ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
『
公
羊

伝
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
、
や
や
遅
れ
る
時
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
前
漢
景
帝
期
以
前
に
は
、
『
公
羊
伝
』
も
『
穀
梁

伝
』
も
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
儒
家
は
、
「
春
秋
に
貶
損
す
る
所
の
大
人
は
、

あ
ら

当
世
の
君
臣
に
し
て
威
権
・
勢
力
有
り
。
其
の
事
実
は
皆
伝
に
形
わ

ひ
ろ

る
。
是
を
以
て
其
の
書
を
隠
し
て
宣
め
ず
。
時
難
を
免
る
る
所
以

な
り
」
（
『
漢
書
』
芸
文
志
）
と
説
明
す
る
。
そ
の
当
否
は
と
も
か

く
、
こ
う
し
た
説
明
が
加
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
『
公
羊
伝
』
や
『
穀

梁
伝
』
の
テ
キ
ス
ト
伝
承
は
稀
薄
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
た
と
え
戦

国
期
に
成
書
化
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
流
布
は
ほ
と
ん
ど

儒
家
の
内
部
文
書
の
域
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し

て
前
漢
に
お
け
る
『
左
氏
伝
』
の
伝
承
は
、
『
公
羊
伝
』
や
『
穀
梁

伝
』
よ
り
も
、
さ
ら
に
一
層
微
弱
な
の
で
あ
る
（
注
36)o

も
し
平
勢
説
の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
三
伝
の
テ
キ
ス
ト
は
三
国

の
王
権
正
統
化
理
論
の
尖
兵
と
し
て
、
天
下
中
に
大
量
に
出
回
っ

た
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
う
し
た
前
提
に
立
っ
た
の
で
は
、
前
漢
に

お
け
る
三
伝
の
テ
キ
ス
ト
伝
承
の
稀
薄
さ
は
、
説
明
が
つ
か
な
い

の
で
あ
る
。

ま
た
平
勢
説
に
従
え
ば
、
先
に
図
示
し
た
よ
う
に
、
『
左
氏
伝
』

が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
前
三
二
六
年
か
ら
前
三
二
四
年
ま
で
の
、

僅
か
三
年
の
間
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
短
期
間
の
う
ち
に
韓
の
朝

廷
で
は
、
斉
の
正
統
性
を
主
張
す
る
『
公
羊
伝
』
に
対
抗
す
べ
く
、

『
公
羊
伝
』
の
微
言
構
造
を
徹
底
的
に
分
析
し
、
そ
れ
を
否
定
す

る
微
言
構
造
を
案
出
し
て
、
そ
れ
を
組
み
込
ん
だ
『
左
氏
伝
』
を

制
作
し
、
さ
ら
に
『
左
氏
伝
』
の
微
言
構
造
を
解
き
明
か
す
『
左

氏
伝
』
の
伝
を
も
作
り
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
『
左
氏
伝
』

の
分
量
の
多
さ
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ほ
と
ん

(27) 
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冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
平
勢
説
は
、
戦
国
中
期
に
は
周
王
と

十
王
の
十
一
王
が
並
び
立
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
自
ら
を
唯
一
の
天

子
だ
と
考
え
て
正
統
性
を
主
張
し
合
い
、
相
互
に
正
統
抗
争
を
繰

り
返
し
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
平
努
説
は
、
こ
う
し
た
認
識
を
大

前
提
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
平
努
説
は
、
戦
国
期
の
王

号
を
、
周
王
1
1
天
子
の
称
号
と
全
く
同
一
性
格
の
も
の
と
理
解
し

た
上
で
、
諸
王
国
の
間
で
正
統
抗
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

確
か
に
秦
・
漢
以
降
の
歴
代
王
朝
に
お
い
て
、
皇
帝
II
天
子
の
称

号
を
名
乗
れ
る
者
は
天
下
に
唯
一
人
で
あ
り
、
そ
の
王
朝
の
実
効

支
配
が
及
ぶ
範
囲
内
で
、
皇
帝
以
外
の
人
間
が
皇
帝
II
天
子
の
称

VI 

ど
不
可
能
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
春
秋
』
と
三
伝
は
、
平
努
説
が
言

う
正
統
抗
争
の
手
段
と
し
て
は
、
お
よ
そ
不
向
き
で
あ
る
上
に
、

斉
・
韓
・
中
山
が
わ
ざ
わ
ざ
『
春
秋
』
と
三
伝
を
選
択
す
べ
き
必
然

性
も
存
在
せ
ず
、
さ
ら
に
は
当
時
そ
う
し
た
抗
争
が
繰
り
返
さ
れ

た
痕
跡
も
、
一
切
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
す
れ
ば
、

平
努
説
が
主
張
す
る
よ
う
な
正
統
抗
争
な
ど
、
最
初
か
ら
何
―
っ

存
在
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

戦
国
王
権
の
性
格

号
を
名
乗
る
行
為
は
、
そ
の
王
朝
に
と
っ
て
原
理
的
に
決
し
て
容

認
で
き
な
い
反
逆
行
為
と
な
る
。

異
民
族
の
侵
入
な
ど
に
よ
り
、
多
数
の
国
家
が
並
立
し
て
い
る

場
合
は
、
天
下
に
複
数
の
皇
帝
II
天
子
が
並
び
立
つ
。
だ
が
そ
れ

は
、
天
下
全
体
を
実
効
支
配
し
得
る
統
一
国
家
が
存
在
し
な
い
こ

と
に
由
来
す
る
現
象
で
あ
っ
て
、
統
一
国
家
の
下
で
は
、
複
数
の

皇
帝
II
天
子
が
並
び
立
つ
事
態
は
、
原
理
的
に
あ
り
得
な
い
の
で

あ
る
。こ

れ
は
日
本
の
天
皇
制
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
天
皇
の

称
号
を
名
乗
れ
る
者
は
、
天
下
に
唯
一
人
で
あ
っ
て
、
天
皇
以
外

の
人
間
が
天
皇
の
称
号
を
名
乗
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
ち
に
国
家
に

対
す
る
反
逆
と
見
な
さ
れ
る
。
確
か
に
室
町
時
代
の
一
時
期
、
南

朝
と
北
朝
が
抗
争
し
、
同
時
に
二
人
の
天
皇
が
並
び
立
っ
た
事
実

が
存
在
す
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
南
朝
・
北
朝
の
双
方
が
自
己
の
正

統
性
を
主
張
し
つ
つ
も
、
い
ず
れ
も
相
手
を
打
倒
し
て
統
一
国
家

を
形
成
で
き
な
か
っ
た
事
態
に
由
来
す
る
現
象
で
、
原
理
的
に
は

天
皇
は
あ
く
ま
で
も
一
人
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
平

努
説
は
戦
国
期
の
王
権
の
性
格
を
、
中
国
歴
代
王
朝
に
お
け
る
皇

帝
II
天
子
や
、
日
本
に
お
け
る
天
皇
と
同
様
な
も
の
と
し
て
理
解

す
れ
ば
こ
そ
、
戦
国
期
の
王
国
の
間
で
、
自
国
の
王
の
み
が
唯
一

正
統
な
王
権
で
あ
り
、
唯
一
の
天
子
だ
と
主
張
し
合
う
正
統
抗
争

が
繰
り
返
さ
れ
た
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
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3113 

ま
ず

(
1
)
と
(
2
)
は
、
魏
の
襄
王
の
元
年
に
、
魏
王
が
諸
侯
と

だ
が
、
は
た
し
て
戦
国
期
の
王
権
の
性
格
を
、
そ
の
よ
う
に
理

解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
戦
国
期
の
王
権
の
性
格

を
平
勢
説
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
国
家
の
王
は
、

自
国
以
外
の
王
権
の
存
在
を
原
理
的
に
許
容
で
き
ず
、
他
国
の
王

権
に
対
し
て
は
、
偽
り
の
王
権
と
し
て
非
難
し
つ
つ
（
注
37)
、
そ
の

存
在
を
常
に
否
定
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
ら
ば
戦
国

期
の
王
権
は
、
実
際
に
そ
う
し
た
行
動
を
取
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

(
1
)

元
年
、
典
諸
侯
會
徐
州
相
王
也
。
（
『
史
記
』
魏
世
家
）

(
2
)
元
年
、
典
諸
侯
會
徐
州
、
以
相
王
。

（
『
史
記
』
六
国
年
表
・
魏
襄
王
元
年
）

(
3
)
典
魏
會
徐
州
、
諸
侯
相
王
。（

『
史
記
』
六
国
年
表
・
斉
宣
王
九
年
）

(
4
)
十
二
年
、
王
典
梁
王
會
臨
晉
。
（
『
史
記
』
秦
本
紀
）

(
5
)
是
歳
、
宣
恵
王
卒
。
太
子
倉
立
。
是
為
襄
王
。
襄
王
四
年
、

典
秦
武
王
會
臨
晉
。
（
『
史
記
』
韓
世
家
）

(
6
)
韓
立
咎
為
太
子
。
齊
魏
王
来
。
十
四
年
、
典
齊
魏
王
共
撃
秦
゜

（
『
史
記
』
韓
世
家
）

(
7
)
十
一
年
、
齊
韓
魏
趙
宋
中
山
五
國
共
攻
秦
、
至
盤
氏
而
還
。

秦
典
韓
魏
河
北
及
封
陵
以
和
。
（
『
史
記
』
秦
本
紀
）

徐
州
で
会
合
し
、
互
い
に
王
号
を
称
す
る
取
り
決
め
を
結
ん
だ
と

記
す
。
も
っ
と
も
『
史
記
會
注
考
證
』
は
、
こ
れ
を
襄
王
元
年
の

記
事
と
す
る
の
は
『
史
記
』
の
誤
り
で
、
周
の
顕
王
の
三
十
五
年
、

魏
の
恵
王
が
称
王
し
た
後
元
年
の
記
事
と
す
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。

(
3
)
の
『
史
記
』
六
国
年
表
で
は
、
こ
れ
を
周
の
顕
王
の
三
十
五

年
、
斉
の
宣
王
九
年
の
出
来
事
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
年
代
に

つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
残
る
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
前
三
三
四

年
、
魏
の
恵
王
と
斉
の
威
王
が
徐
州
の
地
で
会
合
し
、
相
互
に
王

号
を
称
す
る
行
為
を
承
認
し
合
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
戦
国
期
の

王
権
の
性
格
を
平
努
説
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
こ
れ
は
絶
対
に

あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
の
(
4
)
は
、
秦
の
恵
文
王
の
十
二
年
、
秦
王
が
魏
王
と
臨
晋

の
地
で
会
合
し
た
と
記
す
。
ま
た
続
く
(
5
)
で
は
、
韓
の
襄
王
の

四
年
、
韓
王
は
秦
の
悼
武
王
と
や
は
り
臨
晋
の
地
で
会
合
し
て
い

る
。
さ
ら
に
(
6
)
は
、
韓
の
襄
王
の
十
三
年
、
斉
王
と
魏
王
が
韓

を
訪
れ
、
翌
十
四
年
に
韓
王
は
斉
王
・
魏
王
と
連
合
し
て
秦
を
攻
撃

し
た
と
記
す
。
最
後
の
(
7
)
も
、
秦
の
昭
襄
王
の
十
一
年
、
斉
．

韓
・
魏
・
趙
．
宋
の
五
王
国
の
連
合
軍
が
秦
を
攻
撃
し
、
秦
は
韓
と
魏

に
領
土
を
割
譲
し
て
講
和
し
た
と
記
す
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
戦
国
王
権
の
性
格
を
平
努
説
の
よ
う
に
理

解
し
た
の
で
は
、
全
く
説
明
が
つ
か
な
い
。
平
努
説
の
ご
と
く
で
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あ
れ
ば
、
称
王
し
た
後
の
諸
侯
は
、
自
己
と
同
格
の
他
者
の
存
在

を
原
理
的
に
決
し
て
容
認
で
き
な
い
か
ら
、
相
互
に
称
王
の
取
り

決
め
を
結
ん
だ
り
、
王
号
を
称
し
つ
つ
会
見
し
た
り
、
王
同
士
が

連
合
し
て
戦
う
な
ど
と
い
っ
た
行
為
は
、
全
く
不
可
能
に
な
る
は

ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
る
に
実
際
に
は
、
称
王
し
た
諸
侯
た
ち
は
、
相
互
に
使
節

を
往
来
さ
せ
た
り
、
相
手
の
国
家
を
訪
れ
て
会
見
し
た
り
、
連
合

し
て
共
通
の
敵
に
対
し
て
協
同
作
戦
を
実
施
す
る
と
い
っ
た
行
動

を
、
か
な
り
頻
繁
に
取
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
何
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
述
の
現
象
は
、
戦
国
期
の
王
権
が
、
秦
・
漢
期
以
降
の
皇
帝
や

日
本
の
天
皇
の
よ
う
に
、
自
己
と
同
格
の
他
者
の
存
在
を
原
理
的

に
容
認
で
き
な
い
存
在
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
互
に
称
王
を
承
認

し
合
う
、
い
わ
ば
王
国
ク
ラ
ブ
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
。王

の
原
義
は
確
か
に
天
下
全
体
を
統
治
す
る
天
子
の
意
で
あ
り
、

称
王
し
た
諸
侯
た
ち
の
脳
裏
に
は
、
常
に
そ
の
原
義
が
保
存
さ
れ

続
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
諸
侯
が
誰
一
人
称
王
し

て
い
な
い
状
態
に
あ
っ
て
、
独
り
突
出
し
て
王
号
を
名
乗
れ
ば
、

当
然
周
囲
の
諸
侯
た
ち
の
猛
烈
な
反
感
を
買
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斉
の
威
王
が
敢
え
て
称
王
に
踏
み
切
っ
た

の
は
、
「
斉
は
因
り
て
兵
を
起
こ
し
て
魏
を
撃
ち
、
大
い
に
之
を
桂

陵
に
敗
る
。
是
に
於
て
斉
は
最
も
諸
侯
に
強
た
り
。
自
ら
称
し
て

王
と
為
り
、
以
て
天
下
に
令
す
」
（
『
史
記
』
田
敬
仲
完
世
家
）
と
、

桂
陵
の
役
と
そ
の
後
の
馬
陵
の
役
に
大
勝
利
を
収
め
て
、
夏
の
萬

王
の
故
都
・
安
邑
に
拠
っ
て
中
原
に
覇
者
た
ら
ん
と
し
た
魏
を
撃
破

し
、
斉
の
軍
事
力
が
一
時
強
盛
を
極
め
た
状
況
を
背
景
に
し
て
の

こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
あ
る
国
家
が
一
時
強
盛
を
誇
っ
て
も
、
大
国
間
の
カ

関
係
は
刻
々
変
化
す
る
か
ら
、
他
の
大
国
も
追
随
し
て
、
次
々
に

称
王
す
る
結
果
を
招
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
か
く
し
て
大
国
が
次

々
に
称
王
し
始
め
る
と
、
王
国
の
間
に
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る

特
権
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
優
越
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
仲
間
意
識
す

ら
生
じ
て
く
る
。
ま
た
、
た
と
え
王
の
原
義
の
残
像
が
な
お
保
存

さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
に
は
ど
こ
の
国
家
の
王
も
天
下
全

体
を
支
配
で
き
て
は
い
な
い
か
ら
、
そ
う
し
た
現
状
を
反
映
し
て
、

王
も
ま
た
同
時
代
に
お
け
る
強
大
国
の
君
主
と
い
っ
た
程
度
の
意

味
合
い
に
定
着
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
戦
国
期
の
王
た
ち
は
、
一
方
で
は
王
国
の
君
主
同
士
で

あ
る
と
の
優
越
感
と
仲
間
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
覇

権
を
目
指
し
て
、
と
き
に
は
連
合
し
た
り
、
と
き
に
は
敵
対
し
た

り
し
つ
つ
、
他
の
王
国
と
競
い
合
う
行
動
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

よ
し
ん
ば
「
是
に
於
て
斉
は
遂
に
宋
を
伐
つ
。
宋
王
は
出
亡
し
て

温
に
死
す
。
斉
は
南
の
か
た
楚
の
淮
北
を
割
き
、
西
の
か
た
三
晋
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を
侵
し
、
以
て
周
室
を
井
せ
て
天
子
為
ら
ん
と
欲
し
、
洒
上
の
諸

侯
、
鄭
・
魯
の
君
は
皆
臣
と
称
す
。
諸
侯
恐
憚
す
」
（
『
史
記
』
田

敬
仲
完
世
家
）
と
い
っ
た
状
況
が
出
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

一
時
的
な
力
関
係
の
反
映
に
過
ぎ
ず
、
「
以
て
周
室
を
井
せ
て
天
子

為
ら
ん
と
欲
す
」
と
の
記
述
は
、
強
盛
を
誇
る
斉
の
滑
王
で
す
ら
、

い
ま
だ
自
ら
を
天
子
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
状
況
を
物
語
る
。

宋
や
中
山
の
称
王
に
対
し
て
、
彼
等
が
強
い
反
発
を
示
し
た
の
も
、

原
理
的
に
同
格
の
他
者
の
存
在
を
容
認
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は

な
く
、
弱
小
国
の
く
せ
に
称
王
す
る
の
は
生
意
気
だ
と
い
っ
た
、

大
国
意
識
に
由
来
す
る
。

戦
国
王
権
の
性
格
を
こ
う
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、
先

に
紹
介
し
た
事
例
も
、
「
相
い
に
王
と
な
」
っ
た
対
等
な
者
同
士
の

交
際
と
し
て
、
何
の
不
思
議
も
な
く
諒
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

平
努
説
が
説
く
よ
う
な
、
自
分
だ
け
が
唯
一
正
統
な
王
権
で
あ
り
、

唯
一
の
天
子
だ
と
主
張
し
合
う
正
統
抗
争
な
ど
は
、
最
初
か
ら
存

在
し
な
か
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
王
の
原
義
通
り
に
天

子
た
ら
ん
と
願
う
行
為
と
、
現
に
自
分
は
天
子
だ
と
標
榜
す
る
行

為
と
の
間
に
は
、
決
定
的
な
差
異
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
秦
と
斉
の
称
帝
事
件
に
よ
っ
て
も
、
さ
ら
に
明
確

に
な
る
。
「
三
十
六
年
、
王
は
東
帝
と
為
り
、
秦
の
昭
王
は
西
帝
と

為
る
」
（
『
史
記
』
田
敬
仲
完
世
家
）
「
十
九
年
、
王
は
西
帝
と
為

り
、
斉
は
東
帝
と
為
る
」
（
『
史
記
』
秦
本
紀
）
と
、
前
二
八
八
年
、

秦
の
提
案
に
よ
り
、
斉
の
滑
王
が
東
帝
を
、
秦
の
昭
襄
王
が
西
帝

を
、
そ
れ
ぞ
れ
称
す
る
事
態
が
生
じ
た
。
そ
の
背
景
と
な
っ
た
の

は
、
こ
の
時
期
斉
の
勢
力
圏
が
西
方
に
拡
大
し
、
た
め
に
秦
の
東

方
侵
攻
も
一
時
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
の
国
際
情
勢
で
あ
っ

た。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
の
東
帝
・
西
帝
な
る
称
号
は
、
斉
と
秦
の

勢
力
範
囲
が
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
領
域
を
大
き
く
超
え
て
、
東
西
か

ら
華
北
一
帯
を
ほ
と
ん
ど
二
分
す
る
に
至
っ
た
現
実
の
状
況
に
対

応
し
て
い
る
。
当
時
は
す
で
に
諸
侯
が
称
王
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
久
し
く
、
一
方
に
な
お
伝
統
的
な
王
概
念
が
保
存
さ
れ
る
反

面
、
実
際
に
は
王
と
は
も
は
や
一
国
の
君
主
を
意
味
す
る
に
過
ぎ

ぬ
状
態
が
続
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
あ
る
君
主
の
支
配
カ
・
勢
力
圏

が
一
国
の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
拡
大
し
た
と
き
、
そ
う
し
た

実
質
に
釣
り
合
う
べ
き
称
号
と
し
て
、
新
た
に
帝
号
が
人
々
の
意

識
に
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
蘇
代
が
斉
王
に
対
し
て
、
「
秦
之
を
称
す
れ
ば
、
天
下
は

之
を
悪
ま
ん
」
と
か
、
「
帝
を
釈
つ
れ
ば
、
則
ち
天
下
は
斉
を
愛
し

て
秦
を
憎
ま
ん
」
（
『
史
記
』
田
敬
仲
完
世
家
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、

秦
と
斉
の
二
国
の
み
が
王
国
ク
ラ
ブ
を
脱
退
し
、
突
出
し
て
帝
号

を
称
す
れ
ば
、
や
は
り
周
囲
の
諸
侯
た
ち
の
烈
し
い
反
感
を
買
う
。

そ
こ
で
蘇
代
が
、
称
帝
が
招
く
不
利
を
計
算
し
て
帝
号
を
去
る

よ
う
、
斉
王
に
強
く
勧
め
た
結
果
、
「
斉
は
帝
を
去
り
て
復
た
王
と

(31) 
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為
る
。
秦
も
亦
た
帝
位
を
去
る
」
（
『
史
記
』
田
敬
仲
完
世
家
）
と
、

両
国
は
相
次
い
で
王
国
に
復
帰
す
る
。
斉
の
帝
号
放
棄
に
連
動
し

て
、
秦
も
帝
号
を
放
棄
し
た
の
は
、
西
帝
が
東
帝
の
存
在
を
前
提

条
件
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
秦
が
西
を
去
っ
て
帝
と
の

み
称
し
な
か
っ
た
の
は
、
天
下
全
体
を
統
一
支
配
す
る
者
と
し
て

の
実
質
を
欠
い
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
王
号
を
超
え
る
帝
号
を
称
す
る
場
合
で
す
ら
、

斉
も
秦
も
、
依
然
と
し
て
同
格
の
他
者
の
存
在
を
前
提
に
発
想
し

て
い
る
。
ま
し
て
や
支
配
権
が
一
国
内
に
し
か
及
ば
ぬ
王
号
を
名

乗
る
王
た
ち
が
、
自
分
だ
け
が
唯
一
の
王
権
で
あ
り
、
天
子
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
観
念
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
、
二
世
皇
帝
を
試
逆
し
た
の

ち
、
子
嬰
に
王
号
へ
の
復
帰
を
勧
め
る
趙
高
の
発
言
を
見
て
み
よ

ニノ

秦
故
王
國
。
始
皇
君
天
下
。
故
稲
帝
。
今
六
國
復
自
立
、
秦

地
盆
小
。
乃
以
空
名
為
帝
、
不
可
。
宜
為
王
如
故
‘
便
。

（
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
）

も

秦
は
故
と
王
国
な
り
。
始
皇
は
天
下
に
君
た
り
。
故
に
帝
と

称
す
。
今
、
六
国
復
た
自
立
し
て
、
秦
の
地
は
益
ま
す
小
な

り
。
乃
ち
空
名
を
以
て
帝
為
る
は
、
不
可
な
り
。
宜
し
く
王

為
る
こ
と
故
の
如
く
す
る
は
、
便
な
り
。

こ
の
と
き
、
旧
六
国
の
反
乱
軍
は
各
地
に
蜂
起
し
て
、
秦
の
討

伐
軍
を
次
々
に
撃
破
し
、
咸
陽
目
指
し
て
進
撃
し
つ
つ
あ
っ
た
。

秦
は
す
で
に
函
谷
関
以
東
の
支
配
権
を
喪
失
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
現
実
の
状
況
に
対
し
て
、
な
お
帝
号
を
称
し
続
け
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
帝
た
る
の
実
質
を
欠
い
た
空
名
と
な
る
か
ら
、
以
前
の
王

号
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
趙
高
の
論
理
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
各
国
称
王
後
に
定
着
し
た
意
味
合
い
の
ま
ま

に
、
王
号
と
は
一
国
を
支
配
す
る
君
主
の
称
号
だ
と
意
識
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
王
1
1
天
子
の
原
義
で
理
解
さ
れ
て
は
い

な
い
の
で
あ
る
（
注
38)o

以
上
、
戦
国
王
権
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
戦
国
王
権
は
中
国
の
皇
帝
や
日
本
の
天
皇
の
よ
う
に
、
同
格

の
他
者
の
存
在
を
原
理
的
に
容
認
で
き
な
い
絶
対
権
力
の
性
格
を

持
つ
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
同
格
の
他
者
の
存
在
を
前
提
に
し
た

限
定
的
・
相
対
的
権
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
平
努
説
は
、

戦
国
王
権
の
性
格
を
根
本
的
に
誤
解
し
て
い
る
。

戦
国
期
の
王
権
に
は
、
平
努
説
が
説
く
よ
う
な
正
統
抗
争
を
繰

り
返
す
べ
き
必
然
性
が
そ
も
そ
も
な
く
、
事
実
、
王
国
間
の
正
統

抗
争
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
正
統
抗
争
自
体
が
存
在

し
な
か
っ
た
以
上
、
『
春
秋
』
や
三
伝
が
正
統
抗
争
の
手
段
と
し
て

作
ら
れ
た
な
ど
と
い
う
事
実
も
、
も
と
よ
り
存
在
は
し
な
か
っ
た
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(
1
)
平
努
隆
郎
『
新
編
史
記
東
周
年
表
』
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
五
年
）
「
史
記
東
周
紀
年
の
再
編
に
つ
い

て」。
注

の
で
あ
る
。

郭
店
楚
簡
と
の
関
係
か
ら
も
、
孟
子
と
の
関
係
か
ら
も
、
『
春

秋
』
や
三
伝
と
の
関
係
か
ら
も
、
戦
国
王
権
の
性
格
か
ら
も
、
平

努
説
が
成
立
す
る
余
地
は
全
く
な
い
。
平
勢
説
は
そ
の
全
体
が
、

虚
構
の
前
提
の
上
に
組
み
立
て
ら
れ
た
砂
上
の
楼
閣
だ
と
結
論
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

平
努
説
は
、
鍮
年
称
元
法
は
前
三
三
八
年
に
斉
の
威
宣
王
に
よ

っ
て
初
め
て
採
用
さ
れ
た
が
、
『
春
秋
』
に
は
鍮
年
称
元
法
が
使
用

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
『
春
秋
』
は
前
三
三
八
年
以
降
に
作
ら
れ
た
の

で
あ
り
、
『
左
氏
伝
』
の
木
星
位
置
は
前
三
五
三
年
か
ら
前
二
七

O

年
の
も
の
に
合
致
す
る
か
ら
、
『
春
秋
』
と
『
左
氏
伝
』
の
成
書
時

期
は
接
近
し
て
い
る
と
い
っ
た
前
提
か
ら
出
発
し
て
、
そ
の
全
体

構
造
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
平
努
説
の
破
綻
が
す
で
に
明
確
で
あ
る
以
上
、
全
体
構
造

を
導
き
出
し
た
前
提
の
中
に
、
そ
も
そ
も
錯
誤
が
潜
ん
で
い
た
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
平
努
隆
郎
『
中
国
古
代
紀
年
の
研
究
』
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
、
汲
古
書
院
・
一
九
九
六
年
）
。

(
3
)
平
努
隆
郎
『
左
偲
の
史
料
批
判
的
研
究
』
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所
、
汲
古
書
院
・
一
九
九
八
年
）
。

(
4
)
平
努
隆
郎
『
『
史
記
』
ニ
ニ

0
0年
の
虚
実
』
（
講
談
社
・
ニ

0
0
0

年）。

(
5
)
平
努
隆
郎
『
中
国
古
代
の
予
言
書
』
（
講
談
社
現
代
新
書
・
ニ

0
0

0
年）。

(
6
)

『
東
洋
文
化
』

81
号
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
ニ

0
0
1
 

年
）
序
説
。

(
7
)
『
中
国
古
代
紀
年
の
研
究
』
―
二
八
頁
、
『
『
史
記
』
ニ
ニ

0
0年
の

虚
実
』
一
五
八
頁
、
『
中
国
古
代
の
予
言
書
』
一
六
頁
、
『
東
洋
文

化
』
序
説
三
頁
等
。
な
お
こ
れ
以
外
に
、
『
日
本
秦
漢
史
学
会
会
報
』

第
一
号
（
日
本
秦
漢
史
学
会
・
ニ

0
0
0
年
）
「
杜
正
勝
先
生
へ
の
質

問
」
五
四
頁
や
、
『
よ
み
が
え
る
文
字
と
呪
術
の
帝
国
』
（
中
公
新
書
・

二
0
0
一
年
）
八
二
頁
、
『
殷
周
秦
漢
史
の
基
本
問
題
』
（
汲
古
書
院
・

二
0
0
一
年
）
「
暦
と
称
元
法
に
つ
い
て
」
一
三
八
・
一
三
九
頁
な
ど

に
も
、
同
様
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)
『
『
史
記
』
ニ
ニ

0
0
年
の
虚
実
』
一
五
九
頁
、
『
中
国
古
代
の
予
言

書
』
一
六
頁
、
『
東
洋
文
化
』
序
説
三
頁
等
。
『
『
史
記
』
ニ
ニ

0
0
年

の
虚
実
』
で
は
「
前
三
三
八
年
に
近
い
こ
ろ
に
な
っ
て
、
つ
ま
り
鍮

年
称
元
法
の
鍛
論
が
始
ま
っ
て
、
よ
う
や
く
こ
の
世
に
出
現
し
た
こ

(33) 
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と
に
な
る
」
と
の
表
現
が
、
『
中
国
古
代
の
で
は
「
早
く
と

も
前
三
三
八
年
に
い
た
っ
て
鍮
年
称
元
法
が
用
い
ら
れ
た
頃
、
こ
の

世
に
出
現
し
た
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
の
表
現
が
、
『
東
洋
文

化
』
で
は
「
前
3
3
8
年
に
近
い
時
期
」
と
の
表
現
が
取
ら
れ
て
お

り
、
『
春
秋
』
が
前
三
三
八
年
以
降
に
作
ら
れ
た
と
明
言
さ
れ
ず
に
、

曖
昧
な
表
現
に
終
始
す
る
が
、
踏
年
称
元
法
と
『
春
秋
』
に
関
す
る

氏
の
所
説
か
ら
推
せ
ば
、
当
然
前
三
三
八
年
以
降
に
作
ら
れ
た
と
主

張
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
9
)
発
掘
調
査
の
結
果
は
、
湖
北
省
荊
門
市
博
物
館
「
荊
門
郭
店
一
号

楚
墓
」
（
『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
七
期
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
は
造
営
時
期
を
「
公
元
前
四
世
紀
中
期
至
前
三
世
紀
初
」
と

す
る
が
、
雀
仁
義
「
荊
門
楚
墓
出
土
的
竹
簡
《
老
子
》
初
探
」
（
『
荊

門
社
会
科
学
』
一
九
九
七
年
第
五
期
）
は
、
前
三
一
六
年
造
営
と
さ

れ
る
包
山
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
品
と
の
比
較
か
ら
、
「
公
元
前
三

0
0年
」
と
推
定
す
る
。

(
1
0
)
李
学
勤
「
荊
門
郭
店
楚
簡
中
的
『
子
思
子
』
」
（
『
文
物
天
地
』
一
九

九
八
年
第
二
期
、
『
郭
店
楚
簡
研
究
』
遼
寧
教
育
出
版
社
・
一
九
九
九

年
に
再
録
）
。

(
1
1
)李
零
「
郭
店
楚
簡
研
究
中
的
両
個
問
題
ー
—
辛
K国
達
慕
思
学
院
郭

店
楚
簡
『
老
子
』
国
際
学
術
討
論
会
感
想
」
（
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術

研
討
会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
・
ニ

0
0
0年）。

(
1
2
)
一
九
五
九
年
に
甘
粛
省
武
威
県
磨
咀
子
一
八
号
漢
墓
か
ら
出
土
し

た
「
王
杖
十
簡
」
に
は
、
「
年
七
十
受
王
杖
者
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の

点
に
関
す
る
詳
細
は
、
山
田
勝
芳
「
中
国
古
代
中
世
の
老
人
優
遇
策

ー
王
杖
十
簡
と
侍
丁
ー
—
'
（
『
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
第

4
1号

1
・
一
九
八
四
年
）
及
び
山
田
勝
芳
「
王
杖
十
簡
と
王
杖
詔
書
令

I

漢
代
の
老
人
優
遇
策
を
め
ぐ
っ
て
|
|
＇
」
（
『
東
北
大
学
教
養
部
紀

要
』
第
49
号
・
一
九
八
八
年
）
参
照
。

(
1
3
)
劉
宗
漢
「
有
関
荊
門
郭
店
一
号
楚
墓
的
両
＾
ー
問
題
ー
ー
幕
一
主
人
的

身
伶
与
儒
道
兼
習
ー
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
・
一
九
九
九
年
）
。

(
1
4
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』
と
『
老

子
』
の
道
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
二
十
六
号
・
ニ

0
0
0年
）
参
照
。

(
1
5
)
『
六
徳
』
と
『
語
叢
』
一
の
引
用
は
、
荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓

竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
・
一
九
九
八
年
）
が
収
め
る
裟
錫
圭
氏
の
釈
文

に
よ
る
が
、
異
体
字
の
類
は
で
き
る
限
り
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

ま
た
私
見
に
よ
っ
て
装
氏
の
釈
文
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

(
1
6
)
『
六
徳
』
に
関
す
る
論
考
は
数
多
い
が
、
主
な
も
の
と
し
て
は
、

銭
遜
「
《
六
徳
》
諸
篇
所
見
的
儒
学
思
想
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
、

遼
寧
教
育
出
版
社
・
一
九
九
九
年
）
、
王
裸
呟
「
試
論
郭
店
楚
簡
各
篇

的
撰
作
時
代
及
其
背
景
ー
ー
＇
兼
論
郭
店
及
包
山
楚
墓
的
時
代
問
題
」

（
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
、
遼
寧
教
育
出
版
社
・
一
九
九
九
年
）
、
李

学
勤
「
郭
店
楚
簡
《
六
徳
》
的
文
献
学
意
義
」
（
武
漢
大
学
中
国
文
化

研
究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版

社
・
ニ

0
0
0
年
）
、
徐
少
華
「
郭
店
楚
簡
《
六
徳
》
篇
思
想
源
流
探

(34) 
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析
」
（
武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会

論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
・
ニ

0
0
0
年
）
劉
楽
賢
「
郭
店
楚
簡

《
六
徳
》
初
探
」
（
武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際

学
術
研
討
会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
・
ニ

0
0
0年
）
な
ど
が
あ

る。

(
1
7
)
池
田
知
久
『
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』
（
東
京
大
学
文
学
部
中
国
思
想

文
化
学
研
究
室
・
一
九
九
九
年
）
前
書
き
は
、
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以

時
』
に
は
『
荀
子
』
天
論
篇
の
影
響
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
だ
が
孟

子
の
時
代
に
造
営
さ
れ
た
墓
か
ら
出
士
し
た
文
献
が
、
荀
子
の
影
響

を
受
け
て
書
か
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
物
理
的
に
全
く
不
可
能

で
あ
る
。
そ
こ
で
池
田
氏
は
、
郭
店
一
号
楚
墓
の
造
営
時
期
を
、
白

起
が
郡
を
抜
い
た
前
二
七
八
年
直
前
ま
で
、
さ
ら
に
は
前
二
七
八
年

以
降
ま
で
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
が
、
考
古
学
的
知
見
を
無
視
し
て

自
説
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
妄
説
で
あ
る
。
な
お
こ
の
点
に
関
し
て

は
、
拙
稿
「
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
の
「
天
人
之
分
」
に
つ
い

て
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
八
三
号
・
ニ

0
0
0年
）
参
照
。

(
1
8
)
『
語
叢
』
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
李
学
勤
「
先
秦
儒
家
著
作

的
重
大
発
現
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
、
遼
寧
教
育
出
版
社
・
一
九

九
九
年
）
、
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』
五
一

一
九
九
八
年
）
、
周
鳳
五
『
郭
店
楚
簡
的
形
式
特
徴
及
其
分
類
意
義
』

（
武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論

文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
・
ニ

0
0
0年
）
な
ど
が
あ
る
。

(
1
9
)
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孔
子
神
話
』
（
岩
波
書
店
・

一
九
九
七
年
）
参
照
。

(
2
0
)
孟
子
以
前
に
す
で
に
『
春
秋
』
公
羊
伝
が
存
在
し
た
点
に
関
し
て

は
、
佐
川
修
『
春
秋
学
論
考
』
「
『
春
秋
』
源
流
と
そ
の
展
開
」
及
び

「
『
公
羊
伝
』
と
そ
の
春
秋
学
」
（
東
方
書
店
・
一
九
八
三
年
）
参
照
。

(
2
1
)
『
新
編
史
記
東
周
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
戦
国
中
期
に
お
け
る
各
国

称
王
年
は
、
斉
が
前
三
三
八
年
（
威
宣
王
）
、
魏
が
前
三
三
四
年
（
恵

成
王
）
、
韓
が
前
三
二
六
年
（
宣
恵
王
）
、
秦
が
前
三
二
五
年
（
恵
文

王
）
、
趙
が
前
三
二
四
年
（
武
霊
王
）
、
燕
が
前
三
二
三
年
（
易
王
）
、

中
山
が
前
三
二
三
年
頃
（
王
腎
）
、
宋
が
前
三
二
二
年
（
康
王
）
と
な

る。

頁
、
『
中
国
古
代
の
予
言
書
』

(
2
2
)
『
左
偲
の
史
料
批
判
的
研
究
』
一

ニ
八
頁
。

(
2
3
)
内
山
俊
彦
『
荀
子
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
・
一
九
九
九
年
）
。

(24)

『
左
偲
の
史
料
批
判
的
研
究
』
―

o.
―
―
頁
。

(25)

子
思
学
派
と
孟
子
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
黄
老
道
の
成
立

と
展
開
』
（
創
文
社
・
一
九
九
二
年
）
第
三
部
・
第
七
章
参
照
。

(26)

『
史
記
』
太
史
公
自
序
が
「
万
物
の
散
衆
は
皆
春
秋
に
在
り
」
と

述
べ
る
の
も
、
そ
の
名
残
と
考
え
ら
れ
る
。

(27)
佐
川
氏
前
掲
書
参
照
。

(28)
郭
店
楚
簡
の
中
に
は
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
が
含
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
上
海
博
物
館
が
入
手
し
た
戦
国
楚
簡
の
中
に
は
、
『
礼
記
』
細
衣

(35) 
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篇
・
孔
子
間
居
篇
、
『
大
戴
礼
記
』
武
王
践
昨
篇
・
曾
子
立
孝
篇
が
存
在

す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
行
の
『
礼
記
』
と
『
大
戴
礼
記
』
は

『
漢
書
』
芸
文
志
・
六
芸
略
が
記
す
「
記
百
三
十
一
篇
」
を
共
通
の
源

と
す
る
。
こ
の
中
、
四
篇
が
戦
国
期
の
墓
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、

「
記
百
三
十
一
篇
」
全
体
が
先
秦
の
著
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。

(29)
上
述
の
よ
う
に
春
秋
末
に
は
『
春
秋
』
が
孔
子
の
万
物
に
対
す
る

博
識
を
示
す
書
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
孔
子
が
微
言
大

義
を
込
め
た
書
物
へ
と
性
格
が
変
更
さ
れ
た
可
能
性
が
残
る
。

(30)

『
左
偲
の
史
料
批
判
的
研
究
』
一
―
頁
、
『
中
国
古
代
の
予
言
書
』

二
0
頁。

(31)

蜀
漢
の
劉
備
は
、
「
漢
の
景
帝
の
子
、
中
山
靖
王
．
勝
の
後
な
り
」

（
『
三
国
志
』
蜀
書
・
先
主
伝
）
と
、
漢
の
景
帝
の
末
裔
を
称
し
た
。

だ
が
勝
の
子
・
貞
か
ら
劉
備
の
祖
父
・
雄
ま
で
の
約
二
百
年
間
の
系
譜

は
全
く
の
空
白
で
、
そ
れ
を
証
明
す
る
証
拠
は
何
―
つ
存
在
し
な
い
。

袈
松
之
が
「
臣
・
松
之
以
為
ら
く
、
先
主
は
景
帝
よ
り
出
づ
と
云
う
と

雖
も
、
而
し
て
世
数
悠
遠
に
し
て
、
昭
穆
は
明
ら
か
に
し
難
し
。
既

に
漢
詐
を
紹
ぐ
も
、
何
帝
を
以
て
元
祖
と
為
し
て
、
以
て
親
廟
を
立

つ
る
か
を
知
ら
ず
」
と
疑
念
を
表
明
す
る
よ
う
に
、
血
統
の
粉
飾
・
嵩

上
げ
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

(32)

「
其
始
を
考
る
に
、
父
は
尾
張
国
愛
智
郡
中
村
之
住
人
、
筑
阿
弥

と
ぞ
申
し
け
る
。
或
時
母
懐
中
に
日
輪
入
給
ふ
と
夢
み
、
已
に
し
て

懐
妊
し
、
誕
生
し
け
る
に
よ
り
、
童
名
を
日
吉
丸
と
云
し
な
り
」
（
小

瀬
甫
庵
『
太
閤
記
』
豊
臣
記
巻
第
一
・
秀
吉
公
素
姓
）
。

(33)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孔
子
神
話
』
参
照
。

(34)

『
左
偲
の
史
料
批
判
的
研
究
』
第
一
節
「
『
左
偲
』
を
検
討
す
る
前

に」。

(35)

平
努
説
で
は
、
戦
国
王
権
が
史
書
を
用
い
て
正
統
抗
争
を
繰
り
返

す
際
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
態
を
取
っ
た
の
か
の
説
明
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
平
努
説
に
は
、
実
際
に
正
統
抗
争
が
行

わ
れ
た
場
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
単
に
史
書
を
作
っ

て
ほ
く
そ
笑
ん
だ
だ
け
で
、
他
国
に
向
け
た
講
説
活
動
は
行
わ
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
の
自
己
満
足
に
と
ど
ま
る

の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
自
閉
的
行
為
を
抗
争
と
は
呼
べ
ぬ
で
あ
ろ

スノ

(36)

『
『
史
記
』
ニ
ニ

0
0年
の
虚
実
』
―
―
四
頁
に
は
、
「
自
国
の
王

を
唯
一
正
統
な
る
天
子
と
し
て
記
述
し
よ
う
と
し
た
か
ら
、
他
国
の

「
え
せ
天
子
た
ち
」
の
政
治
シ
ョ
ー
は
」
と
あ
る
。

(37)

な
お
付
言
す
れ
ば
、
平
努
説
は
前
漢
武
帝
期
に
『
春
秋
』
や
三
伝

が
漢
を
正
統
と
す
る
形
に
再
解
釈
さ
れ
た
と
き
も
、
テ
キ
ス
ト
の
増

補
・
改
訂
は
な
か
っ
た
か
、
あ
っ
て
も
僅
か
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
再
解
釈
の
前
と
後
で
、
『
春
秋
』
及
び
三
伝
の
文
章
は
ほ
と

ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に
平
努
説
は
、
現
行

の
『
春
秋
』
や
三
伝
の
文
面
か
ら
は
、
王
権
の
正
統
性
を
主
張
す
る

(36) 
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論
理
は
全
く
読
み
取
れ
な
い
と
言
う
。
文
章
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な

い
と
言
う
一
方
、
原
初
の
意
図
を
示
す
痕
跡
が
全
く
存
在
し
な
い
と

主
張
す
る
の
は
、
全
く
の
自
家
撞
着
で
あ
ろ
う
。

(
3
8
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
第
二
部
・

第
十
章
参
照
。

付
記
え
小
論
は
、
磯
部
彰
氏
（
東
北
大
学
）
を
領
域
代
表
と
す
る
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
・
特
定
領
域
研
究
（
A
）
「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研

究
」
の
一
環
と
し
て
、
箪
者
が
研
究
代
表
者
と
な
っ
た
「
戦
国
か
ら

秦
・
漢
へ
の
時
代
転
換
と
写
本
の
変
化
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

(37) 


